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巻頭言 コロナ禍終盤における「こども教育学科の教育」について 

野口 聡子 

 

コロナ禍における学外実習対応に追われる 3 年間でしたが、2022 年度は、感染予防対策

を例年同様に行い、学生を学外実習へ送りだすことができました。そのために、学生や教員

のコロナ感染に応じて、実習期間の変更、実習巡回への配慮など、際限ない状態での学外実

習実施に向けた対応が必要でした。こうした対応を実習指導室の方が円滑且つ細部にわた

り行ってくださいましたことを、この場を借りて感謝したいと思います。 

こども教育学科では、これまで「やりっぱなしにしない」実習教育を掲げ、実習報告会の

実施を中心とした、実習後の指導に重点を置いてきました。そうすることで、学生達はさら

なる気づきを得て、学びを深化させると考えるからです。 

2022 年度の実習報告会では、児童養護施設や障害者施設等の社会福祉施設での実習に関

する報告が少なく、幼稚園、保育園での実習の経験によるものが多く取り上げられていまし

た。この傾向は 2021年度の実習報告会でもみられ、学生の報告内容に偏りがあることが気

がかりです。その一方で、コロナ禍での幼稚園、保育園における対応の大変さよりも、実習

記録や園児への自発的な発達への支援をどのようにすればよいかといった疑問、実習園で

の保育士の不適切対応への憂慮といった、保育現場での様々なことに学生の目が向いてい

ることを確認する機会となりました。 

 このように、実習報告会では学修成果の一端が披露されますが、教育・指導にあった教員

の一人として、学生達の気づきや学びの深化に加え、人間的な成長を実感しつつ、自らの教

育・指導の至らなさや不備に気づかされ、今後の課題を突き付けられた思いがしました。 

つまり、学生達だけでなく、教員もまたアフターからビフォーを問い直す意義と価値を見

つけられた気がします。学生のみならず、教員自身を含め共に「ビフォーアフター」の問い

直しを今後も続けていきたいと思います。 

以上のような学外実習の状況に関する報告を含めた、2022 年度のこども教育学科の教員

による、多岐にわたる論考を教育年報としてまとめました。ご高覧いただけますと幸いです。 
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短期大学部新入生オリエンテーション「学生生活のプロローグ」について  

野口 聡子  

羽溪 了 

日時：2022 年 4 月 6 日(木) 10:00 ～ 12:30  

場所：龍谷大学深草キャンパス (和顔館 B201 教室） 

実施主体：こども教育学科 1 年生 

来場者人数：こども教育学科：117 名、教職員 12 名 

      ※社会福祉学科 1 年生、教員とともに実施した取り組みである。 

 

1.「学生生活のプロローグ」の趣旨・目的 

新入生のオリエンテーション期間に食を通して茶道を中心にした京の食の文化や、いの

ち、健康や自然について考え、昼食をともに食することで、新学期からの学生生活へのプロ

ローグと位置づけ実施した。 

私達は、食を通じて文化に触れ、文化を学び、またその文化を育てているという事がある。

今回、京都の茶道文化を支える、出張茶懐石の専門店である三友居の提供する仕出し弁当を、

様々な文化や背景を抱え京の大学へ入学してき新入生と共に食する環境を設定し、先に掲

げたねらいに触れ、今後の学びに向けた、五感の刺激を共有する時間を取り入れた。 

近年食卓に溢れんばかりの加工食品は 購買欲をそそる為に、濃い目、所謂「キャッチー」

な味わいを目指して味付けされて、それらに慣れてしまうと、本来の素材の味を生かした料

理の微妙な味わいが分からなくなってしまうという弊害も生み出している。普段から薄味

に慣れておかないと、繊細な味はなかなか判別しにくいものでもある。又、自身の味覚より

も、国が定めている法律等から 賞味期限を目安にし、市販品なら大丈夫だろうと、過去に

おいては、腐っているかの判別つきかねる食べ物を注意しながら食べていたようなことの

皆無の時代へとなった。そういう環境が、現代の若者の味覚障害の問題を引き起こしている

のであろう。過去の様々な実験によると、経験によって味覚には大きく差がつくことが明ら

かになっている。ドイツの哲学者＆医師であったテレンバッハによると、「味覚は教養であ

り、積み重ねによって作られる物である」であり、身につけた味覚は、以降大きな影響を持

ち、味覚はイコール「文化」であるとも述べている。正しい物や良い物を食べて知ることに

より、粗悪な食事を好まなくなる。決して高級品を食べるという意味ではなく、安易に食べ

られる粗悪な物より、敢えて薄味の料理をいただくことにより、素材そのもの味やそれに優

しく手間をかけたものの美味しさに出会い、そのことの大切さへのプロローグとしての位

置づけである。 

また、先の食と深い繋がりを持つ茶道の精神やその歴史や文化の一旦に触れることとを

通して「いのちをただく」、そして、他者への「気遣い」という学びへのプロローグとして

の位置づけとしたい。茶道の基本である、人への慮る心の一端を学ぶことは、今後の人との
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関わりを基本とする福祉・教育への導入教育として位置づけることが出来よう。 

2．当日のプログラム 

・「食と健康」 野口聡子 

・「いのちをいただく」 野口聡子 

・「京都の仕出し文化」 野口聡子 

・「茶道から学ぶ気遣いの文化～短期大学部での学修を豊かにするために～」  

                裏千家茶道教授者 指心庵 米澤宗昭先生 

・仕出し弁当(三友居製)やお菓子(「御室」(ことの葉製))の配布  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕出し弁当(三友居製) 

 

 

 

 

 

「御室」(ことの葉製) 
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3. 「学生生活へのプロローグ」実施後のアンケート 回答数：106 名                          

1)この取り組みが、龍谷大学短期大学生活を有意義に過ごすための導入教育として 

 いかがでしたか(図 1) 

 

 

 

 

2)この取り組みが、茶道の精神等を学ぶとともに、人との関わりを基本とする福祉・教育 

のスタートとしていかがでしたか(図 2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変良かった

80%(84名)

少し良かった

20%(21名)

大変良かった

73.6%(78名)

少し良かった

26.4% (28名)
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3)この取り組みが、「いのちをいただく」という自然や自己に向き合うプロローグ（物事 

の始まり）とすることに対していかがでしたか(図 3) 

 

 

 

 

4)この取り組みが、仲間づくりとしていかがでしたか(図 4) 

 

 

 

 

大変良かった

52.4%(55名)少し良かった

40%(42名)

あまり良くなかった

7.6%(8名)

大変良かった

65%(68名)

少し良かった

35%(36名)
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5)この取り組みが大学生活に早く慣れ、目的意識をもって学生生活を過ごすきっかけとし

ていかがでしたか(図 5) 

 

 

4.考察 

「学生生活へのプロローグ」に関するアンケート調査の結果から、大変良かったと回答した

学生が 80%、少し良かったと回答した学生が 20%いることがわかった。すなわち、学生の全

員が今回の取り組みを高く評価していた。また、茶道の精神等を学ぶとともに、人との関わ

りを基本とする福祉・教育のスタートとして 73.6%の学生が大変良かったと感じていた。少

し良かったと感じた学生を含めると、ほぼ全員がこの取り組みを福祉・教育のスタートとし

て受け入れていた。 

 「いのちをいただく」という自然や自己に向き合うプロローグとして、52.4%の学生が大

変良かったと感じており、少し良かったと感じた学生 40%を含めると、ほぼ全員がこの取り

組みをいのちあるものをいただくということを学ぶ機会となっていることがわかった。 

 「学生生活のプロローグ」が仲間づくりとして、65%の学生が大変良かったと感じており、

35%の学生が少し良かったと感じ、仲間づくりとしても機能したこともわかった。 

 最後に、この取り組みが大学生活に早く慣れ、目的意識をもって学生生活を過ごすきっか

けとして、64%の学生が大変良かったと感じており、少し良かったと感じた学生 34%を含め

るとほぼ全員が目的意識を持ち学生生活を過ごすきっかけとなったことが伺える。 

 高校生活の時と違い、保護者のもとを離れ、1人暮らしを始める学生、実家から通学して

も自主・自律を目指した学生生活を過ごす第一歩となったことがアンケート結果からも示

唆された。 

 今後も継続して、この取り組みをブラッシュアップして行いたいと思わせるアンケート

結果となった。 

大変良かった

64%(68名)

少し良かった

34%(36名)

あまり良くなかった

2%(2名)
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映画「さとにきたらええやん」鑑賞によるアンケートからみた学生の学び   

第 3報 

赤澤 正人 

目的 

 こども教育学科では 2022 年度も、地域で子どもを支える取り組みについて学ぶ機会とし

て、映画「さとにきたらええやん」の鑑賞と、映画の舞台である「認定 NPO 法人こどもの

里」の荘保共子理事長の講演を設定した。学生たちが各種実習で出会うかもしれない、ある

いは今後就職先で出会うであろう多様な子どもたちやその家族、彼らを地域で支える取り

組みについて学ぶ契機とした。本稿では映画「さとにきたらええやん」の鑑賞前後のアンケ

ート結果について、過去の同様の調査結果との比較も交えながら、学生の気づきや学びを報

告する。 

  

方法 

1.概要 

 映画「さとにきたらええやん」（監督：重江良樹、2016 年制作）の概要は以下のとおりで

ある。 

  

大阪市西成区釜ヶ崎。“日雇い労働者の街”と呼ばれてきたこの地で 38 年にわたり取り

組みを続ける「こどもの里」。“さと”と呼ばれるこの場所は、障がいの有無や国籍の違いに

関わらず、0 歳から概ね 20 歳までの子どもが無料で利用することができます。（中略）本作

では「こどもの里」を舞台に、時に悩み、立ち止まりながらも全力で生きる子どもたちと、

彼らに全力で向き合う職員や大人たちに密着。子どもたちの繊細な心の揺れ動きを丹念に

見つめ、子どもも大人も抱える「しんどさ」と、関り向き合いながらともに立ち向かう姿を

追いました。（チラシ画像より）。 

 

2.映画鑑賞の日時と場所 

2022 年 6 月 11 日（土）15：15～16：45 に、龍谷大学深草キャンパス和顔館 B201 講義

室において実施した。 

 

3.参加者 

龍谷大学短期大学部こども教育学科１回生 109 名、短期大学部教職員であった。 

 

4.映画鑑賞前後のアンケートの実施 

manaba course のアンケート機能を用いて、映画鑑賞前後のアンケートを実施した。 

鑑賞前アンケートは、鑑賞の 10 日前から鑑賞当日までに回答を求めた。質問項目は、「日

雇い労働者の街・大阪にある釜ヶ崎という地域の存在を知っていますか。」「釜ヶ崎で 38 年
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間続く子どもたちの集い場「こどもの里」について知っていますか。」の 2 項目を設定した。

回答は「よく知っている」「少しは知っている」「どちらともいえない」「知らない」から回

答を求めた。 

 鑑賞後アンケートは、鑑賞後から 2 間の期間内に回答を求めた。質問項目は、以下の 5 項

目を設定した。①「日雇い労働者の街・釜ヶ崎で 38 年間続く子どもたちの集い場「こども

の里」の役割を認識できましたか。」②「「こどもの里」を利用する子どもたちの「しんどさ」

や「生きづらさ」を認識できましたか。」③「 「こどもの里」を利用する大人たちの「しん

どさ」や「生きづらさ」を認識できましたか。」④「「こどもの里」を利用する子どもや大人

たちの「しんどさ」や「生きづらさ」に関わることについてどのように感じましたか。(自

由に記入してください)」⑤「「こどもの里」は 0 歳から 20 歳までの子どもが無料で利用す

ることができますが、子どもも大人も共に育つために必要なことは何だと思いますか。 

必要だと思う項目を選びなさい。(※複数回答可)」 

 回答は、①は「よく認識できた」「少し認識できた」「どちらともいえない」「わからない」

から、②③は「よく認識できた」「少し認識できた」「どちらともいえない」「あまり認識で

きなかった」「認識できなかった」から、④は自由記述で、⑤は「子どもたちの遊びの場」、

「お父さん、お母さんの休息の場」、「学習の場」、「生活相談できる場」、「教育相談できる場」、

「その他」からの複数回答可で、それぞれ回答を求めた。 

 

結果 

回答者の内訳について対象者 109 名のうち鑑賞前は 106 名（回答率 97.2％）、鑑賞後は

101 名（92.7％）から回答を得た。 

 鑑賞前アンケートにおいて、釜ヶ崎という地域の存在について、「少しは知っている」が

1 名（0.9％）、「どちらともいえない」が 6 名（5.7％）、「知らない」が 99 名（93.4％）であ

った。また、「子どもの里」については、「少しは知っている」が 3 名（2.8％）、「どちらと

もいえない」が 5 名（4.７％）、「知らない」が 98 名（92.5％）であった。 

次に映画鑑賞後の結果を示す。まず、「こどもの里」の役割について、「よく認識できた」

が 83 名（82.2％）、「少し認識できた」が 18 名（17.8％）であった。次いで、「こどもの里」

を利用する子どもたちの「しんどさ」や「生きづらさ」について、「よく認識できた」が 85

名（85.0％）、「少し認識できた」が 14 名（14.0％）、「どちらともいえない」が 1 名（1.0％）

であった。そして、「こどもの里」を利用する大人たちのたちの「しんどさ」や「生きづら

さ」について、「よく認識できた」が 77 名（77.0％）、「少し認識できた」が 22 名（22.0％）、

「どちらともいえない」が 1 名（1.0％）であった。 

学生が感じた「こどもの里」の利用者の「しんどさ」や「生きづらさ」に関わることにつ

いての自由記述は末尾の付録に示す。 

 続いて図 1 に子どもも大人も共に育つために必要だと思うことについての回答割合を示

す。 
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図 1 子どもも大人も共に育つために必要だと思うこと（複数回答可、N=101） 

 

最も多かったのが「子どもたちの遊び場」、「生活相談できる場」で 89 名（82.4％）、次に

「お父さん、お母さんの休息の場」で 86 名（79.6％）であった。以降「教育相談できる場」

（70 名、64.8％）、「学習の場」（53 名、49.1％）、「その他」（5 名、4.6％）であった。 

 

考察 

 釜ヶ崎の認知度は、学生にとって日雇い労働者の街である釜ヶ崎はほとんど知られてい

ないことが推測された。同様に、「こどもの里」の認知度は過去の報告と同様に高いとは言

えなかった。これらは、学生の居住地と釜ヶ崎との物理的距離や、そうした情報へアクセス

経験の有無といったことが理由として推測される。逆説的に考えれば、認知度が高くない分、

映像を通して子どもや家族を地域で支えるという方向性の一つについて初めて学ぶことに

なり、保育を志す学生にとって、重要な視点を提供することにもなると考えられる。そうし

た意味では、映画鑑賞の事前事後学習といったものが、今後ますます必要になってくるであ

ろう。 

 「こどもの里」の役割について、映画鑑賞によってほぼ全員が認識することができたと思

われる。選択肢が異なるため過去の報告と単純比較はできないが、釜ヶ崎という地域性や、

そこでの「こどもの里」の活動や必要性について、学ぶことができたと考えられる。 

そして、「こどもの里」を利用する子どもたちや大人たちの「しんどさ」や「生きづらさ」

について、「よく認識できた」「少し認識できた」を合わせると 9 割以上の学生が認識できた

と回答していた。これらも過去の報告と同様の結果である。今回の映画鑑賞が、「子どもの

里」の利用者である子どもや家族が抱える課題について、まずは知る機会になったと思われ

る。学生の自由記述からは、子どもや家族が抱えている「しんどさ」や「生きづらさ」は複

雑かつ多様であり、それらを受け入れ、地域で支えていくこと、そして支援者も含めて共に

4.6%

49.1%

64.8%

79.6%

82.4%

82.4%
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その他
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育っていくことの大切さ、その難しさや労力の大きさを、学び始めて数か月の学生自身の繊

細な感性で感じ取ったことが推測された。 

自由記述からは、子どもたちや家族の置かれた状況に辛く感じたり、戸惑いを感じたりし

た学生も少ならからずいたことが確認された。スクリーン越しではあるが、対人援助の場面

の厳しさや過酷さを目の当たりにして、不安や戸惑いを感じながらも自らのこととして考

えを深めている様子もうかがえた。 

 子どもも大人も共に育つために必要なこととして、「生活相談できる場」「お父さん、お母

さんの休息の場」「子どもの遊び場」が上位に挙げられた。これらは、昨年度一昨年度と同

様の結果であった。保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育

要領には、各施設が家庭や地域での生活や実態をふまえた上で子育て支援の中心的役割を

担うことが記されている。保育者として子どもだけを支えるのではなく、その子どもの背後

にいる家庭や家族を支える視点、そして地域で子どもも大人も支えて共に育っていく視点

の重要性、あるいはそうした視点を持つ重要な契機となったのではないかと思われる。 

 これらの結果から、映画鑑賞は多様な子どもだけでなく、多様な家族や地域についてま

ずは知る契機となり、子どもに関わる者すべてが地域でともに育っていくことの重要性に

ついて考えるきっかけとなったと考えられ、意義のある学習となったと考えられる。 

 

 

 

付録：「「こどもの里」を利用する子どもたちや大人たちの「しんどさ」や「生きづらさ」に

関わることについてどのように感じましたか。」への自由記述から一部抜粋。 

 

子どもも大人もそれぞれがしんどさや生きづらさを感じていて、それに寄り添う場所がこ

どもの里だということが分かった。そのような場所があるから頑張って生きていけるのだ

と思った。 

 

簡単にわかった気にはなれないけど、しんどさや、生きづらさは人それぞれでそれに対する

対処法も人それぞれなんだなと思いました。 

 

私は子どものことが大好きで小さい子を見るとかわいいかわいいとなりますが、もし自分

が結婚して子どもができてと考えると初めての子育てやイヤイヤ期の子どもと接する、映

画の中の実際のお母さんが怒る姿を見ると自分もしんどくなる時がくるのだろうなと思い

ました。 

 

子どもは素直に親に甘えることができないのも辛いし、親も昔自分が虐待を受けていたり

でしんどい過去があるので親に甘えると言うことも知らないかもしれないので気軽にお泊
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りができたり相談のできる『こどもの里』という施設があってよかったなと思いました。 

 

お母さんや親からすると甘えてると思われていないかとか周りの目が気になってしまうの

かなと感じました。 

 

子どもたちの姿を見て胸が苦しくなりました。自分はこうしたいけどこうしてしまう、なん

で今さら算数なんてと思うことあるし、バカにされるのがいやで、言いたくても言えないと

いうのを聞いて本当にしんどかったです。 

 

問題を起こす前に、自分で気づいて対処できるような場所になっていると感じました。 

 

学校に行きたくない子達にとっての生きづらさは、きっと周りの言う普通と自分がズレて

いるというところから来ているんだろうなと感じました。 

 

親がいなかったり、仕事で忙しかったりでなんらかの理由で子どもの里に通ってる子供た

ちはきっと寂しいだろうが、子どもの里で生きる力を培ったり、自立していく子ども達はき

っと強い大人になっていくんだろうなと思いました。 

 

子どもたちは自分の思いを伝えようと思うけれど、なかなか相手に伝えることができずに

自分自身で思い悩んでしまい、胸の中に留めてしまうんだなと思いました。大人たちは仕事

や家庭育児などで色んな悩みを抱えてそのストレスから子どもたちにきつく言葉掛けをし

たりしてしまうんだと思いました。そばにいる人が少しでも子どもたちや大人の悩みを聞

いてあげたりすることが少しずつでも楽になったりできるのかなと思います。 

 

仕事で大変であったり、さまざまな家庭環境のなかで子育てをしていく大変さを感じまし

た。子どもは里がなかったら 1 人で寂しい思いをしたりしてしまうのでこどもの里はすご

く大切な場なんだなと思いました。 

 

人によって思っていることや考えていることは違うので、一人ひとりに寄り添ってあげる

ことが「しんどさ」や「生きづらさ」を緩和する手助けになるのだと感じました。 

 

こどもはこどもで自分のことじゃなくて、親のことを思っていろんな行動をしているんだ

と思った。またそれと共に、親はこどもを守るために、生きるために必死で頑張っているん

だと実感した。そのために薬に手を出してしまったり、自分のことを傷つけていたりして現

実味がある話で本当にそれしかなくなるんだなと思った。 
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子どもたちが遊んでいる時でも大人たちはきっと怒りの感情を持ったり、反抗することを

怒鳴ってやめさせたりすると思うので、そこは近くで見る大人とよく似ていると思った。で

も映画の中だと、子どもと関わっている時や話している時に親の愛情を感じるのは難しい

なと思った。 

 

こどもと親、お互いがお互いに素直になれてないなと感じた。 

 

大変なことだとは思いますが、関わりの持てた子どもや大人たちにとって心身の負担を減

らすことに繋がると感じました。そうすることで虐待を防げたり、親子の関係が良好になる

のでいいことだと思います。映画にもあった通り、かわいそうな人ではなく、1人の人間と

して関わることが大切だと学びました。 

 

他の家庭環境のこと、親や子どもの関係性などを理解した上でその中に入り『しんどさ』や

『生きづらさ』と関わらないと、こどもの里を利用しようとする親や子どもにとっても頼れ

る場所にならないと思うし、悪く言えば『部外者が口出すな』みたいになってしまいかねな

いのかなと思った。また、今の自分にはまだ簡単に関わることができるとは言えないなと感

じた。 

 

こどもの里を運営すること自体はとてもいい活動だし、例えば虐待されてしまう子どもた

ちに宿泊する権利があったり、親に対してのサポートもしていてすごいと思った。だけど、

男の子のお母さんがインタビューを受けている映像を見た時、この人はすごく弱くてこの

状況に甘えているなとかんじた。家庭環境がどんな感じで手をあげそうになったから、、、と

いっても自分のこどもであるのに変わりはないし、だからこそ責任持って自分で育てない

といけないと思うけれど、この人はすぐにこどもの里に逃げ道をつくっていて私はあまり

好きじゃなかった。 

 

一人一人の人を支えていてすごいと思ったし、自ら子どもや大人たちのしんどさや生きづ

らさを理解しようと共に歩んでいて素敵だなと思うことができました。また子どもや大人

がしてしまったことを責めるばかりではない対応の仕方が本当に素敵で見習いたいなと感

じました。 

 

子供の中で考えてることをうまくいえなかったり、学校に通うことが難しいなど自分自身

は感じたことがなかったから人それぞれの感じ方や考え方があることへの対応の仕方など

の難しさを改めて感じた。 

 

虐待している母親が絶対に悪いという思考ではなくまずは母親の話も聞いてあげることが
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大切で「よく頑張ってるね」と言ってあげることが大切だと思いました。" 

 

子どもの里さんの支援、助けがあって子どもや親のしんどさなどが軽減されるし、支援して

いる側も子どもたちからたくさんエネルギーをもらっているみたいですごく素敵なところ

だと感じた。簡単なことではないけど、本当に大切で欠かせない場所なんだと映画をみてわ

かった。 

 

子どものことを理解するのは親の役目だと思うし、子供はきっとそれに全力で応えようと

するから出来るだけ受け止めてあげることの大切さを感じました。 

 

親だと自分の子なので責任感を持ちすぎてきつく言ってしまったりし、子どもが子どもの

里に居心地良さを感じてしまった親のなんとも言えない気持ちを見て何かは犠牲になって

しまうのかなと実感しました。 

 

子どもや大人たちのそれぞれのしんどさや生きづらさについてたくさん知ることは出来ま

したが、映像のようなしんどさや生きづらさを体感、体験していない私たちが理解すること

は難しいことだと感じました。 

 

こどもの里があることによって、親子揃って生きづらさやしんどいこととうまく付き合え

ることができているのを感じて、とてもよい第二の里だなと感じました。 

 

 安定した生活の上にある「しんどさ」や「生きづらさ」ではないから、難しい問題だと感

じた。また、この問題は誰のせいでもなく、日本の社会構造がつくりだしてしまったもので

あるということを知れてよかった。 

 

大人は子育てを完璧にできるわけではないので、ストレスがたまるときもあるし、たまには

休みたいときもあると思います。そんなときにいつでも助けを求められる場所があること

はとても救われると思いました。また、子どもも学校で嫌なことや家で嫌なことがあったと

きにこの場所に行けば同世代の子どもたちがいて、相談を聞いてくれる大人がいるのでこ

のような場所がもっと増えたら少しでもしんどい気持ちが楽になると思うなと考えました。 

しんどいなと思っていても、子どもの里に来たら友達がいたり、親身に相談にのってくれる

人がいて、辛い気持ちが少し軽減されているように感じました。 

 

子どもにすぐ手をあげてしまいそうになるお母さんが特に印象に残っていて子育てのしん

どさを感じると共に教育の相談をできるようなこどもの里という場があって良かったなと

思いました。 



14 

 

 

映画の中に出てきた親子を見てみたところ、子どもはそれぞれ育つ家庭環境があるが、その

中で「遊ぶ時間」が削られていたり、親が日雇い労働者であるためにお金に苦労しているこ

となどによるしんどさ、生きづらさがあるが、親も収入が少ないために夜遅くまで働く必要

があり、ただでさえ自分の子どもと向き合う時間が削られているが、疲れもたまりわかって

いても子どもに当たってしまいそうになる親のしんどさや辛さ、生きづらさが感じられま

した。 

 

こどもの里を初めて知って自分も助けになれることがあるのではないかと考えらようにな

りました。こどもたちの安全な場所だというだけでなく親の助けにもなるということが問

題そのものの解決に繋がっているきがしました。 

 

子どもだけでなく大人の方も同じように悩みを抱えていて、それを放置せず寄り添う姿勢

がとても素敵だなと感じました。 

 

子供は学校で学ぶべき、友達を沢山作るべき。など固定概念に囚われて価値観を押し付けら

れているのかなと感じました。 

 

こどもの里と保育園とでは、子どもや大人との関わり方が違うと感じた。保護者や子どもへ

の支援をすることはもちろんだが、子どもの里では支援以上のことをしているように見え

た。家庭内のことや心理的なことや身体的なことなど多岐にわたり、把握している。子ども

の遊び場所でもあり居場所でもある。保護者の相談にもしっかり対応している。距離間が近

すぎるのかもしれないが、その近さが子どもや大人のちょっとしたした異変に気付くこと

ができるのかもしれないと思った。 

 

自分は毎日家族で不自由なく楽しく過ごせているけれど、それが当たり前ではないことを

改めて感じました。 

 

子どもが自由に楽しく思い切り遊べる場としてとてもいいなと思ったが、家よりも「こども

の里」を選ばれてしまう親を見るとなんとも言えない複雑な気持ちになった。 

 

それぞれ色々事情はあると思うので全て理解出来ることはなかったですが、自分の近くを

離れて里に預けるという親の複雑な気持ちや辛さはわからなくもないと思います。子ども

たちも家以外の場所で寝て、学校に通うと言うのは思春期なら尚更辛いこともあるだろう

と感じた。 
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たくさん我慢して辛い思いをしている子どもや大人の方たちがいるなかで、当たり前のよ

うに普通に生活できているのが幸せだということをすごく感じました。子どもも親も両方

が誰にも辛いことを打ち明けられないかったりしている中でのこどもの里という場所があ

るのはすごく救いの場所だと思いました。 

 

子どもは大人が思っているよりもいろんなことを考えながら行動して自分自身一人でなん

でもしようとして他の人たちの助けを借りないことに私たち大人がそれに気づいてあげれ

るように心がけたいと思った。 

 

虐待や育児放棄などの問題は全て親の責任として親が責められることが多くて、たしかに

親の責任ではあるけれど、親は親で虐待をしたくてしてる訳では無いし、生活のために必死

になってる中でどうしてもストレスを抱え込んでしまって抑えきれなくなっていて、子供

もそれでも親が好きなので地域全体で助けて見守ることが必要だと感じた。 

 

子供の親がカッとなって自分の園に訪ねた時や母親がトラウマや暴力で悩んでいるとき、

あのように冷静に対応しつつなだめることできるのか、少し心配になりました。 

 

子ども達だけがしんどいのではなく親も殴りたくなくてもついやってしまうこともあって

そういう辞めたいのにできない時は子供の里を利用するのはいいと思ったし、地域全体で

親子を支えていく必要があるなと思いました。 

子供はどんな親でも大好きだし心配するから、お互い苦しい時期が続いてしまうんだと思

います。 

 

子どもたちを守ることがもちろんん大事だけど、その背景にある親の気持ちを聞いてあげ

たりする場所があることで、親も心が少し楽になったりして子どもへの関わり方も関わる

ということがわかり、子どもにとっても大人にとっても、共感してもらえたり話を聞いても

らえる場が大切なんだなと感じました。 

 

自分は良かれと思って相手と接していても、性被害にあった子のように自分の知らないと

ころで深刻な悩みを抱えている場合があるかもしれないので、決めつけをせずに接するの

が難しいなと感じた。 

 

最初は子どものしんどさばかりに目を向けてしまっていたが、動画を見るにつれて精神疾

患を抱えている親や、日雇いでその日の生活費をその日に稼いでいる親を見て、どうにか支

援できないかと考えるようになっていた。「こどもの里」に行ってみたいと感じた。 
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大人も子どもも関係なく問題を抱えており、他の人に相談出来ないんだろうなと思った。だ

からこそ、こどもの里という場所がとてもよい相談場所であり居場所なのかなと思った。 

 

その人自身がどんなしんどさや生きづらさを感じているのかを知るまでには少し時間がか

かるのかなと感じました。 

 

前までは子どもだけが苦しい思いをしていると考えていたけど子どもが苦しむのは親が苦

しく思っているから子どもにも影響するのかなと思いました。 

 

その本人たちにしか分からないようなそれぞれの辛さがあるので簡単に口出し出来ないな

と思いました。 



17 

 

こどもの里・荘保共子氏の講演会後のアンケートからみる学生の学び 

堺 恵 

                 

                                       

はじめに 

 

大阪市西成区には、昔から釜ヶ崎と呼ばれる日雇い労働者の街がある。こどもの里は

1980年に開所して以降、長きにわたって子どもたちを支えている。こどもの里は、障がい

の有無や国籍の違いに関わらず、子どもが無料で利用することができる遊びと学び、生活

の場である。また、子どもだけでなく、大人も利用できる場となっている。こどもの里の

ホームページには、以下の文章が掲載されている。一読すると、いつでも、どんなことで

も受け入れてくれることが理解できる。 

 

   誰でも利用できます。 

   こどもたちの遊びの場です。 

   お母さん、お父さんの休息の場です。 

   学習の場です。 

   生活相談 何でも受け付けます。 

   教育相談 何でもききます。 

   いつでも宿泊できます。 

   …緊急に子どもが一人ぼっちになったら  

   …親の暴力にあったら 

   …家がいやになったら  

      …親子で泊まるところがなかったら 

   土・日・祝もやっております。 

      

こどもの里 HP https://www.eonet.ne.jp/~kodomonosato/index.html 

                                       (2023年 4月 30日アクセス)より引用 

 

こども教育学科では、2022年度の保育実習に関する授業において、こどもの里を舞台と

した映画「さとにきたらええやん」の鑑賞と、こどもの里の荘保共子氏の講演を設定し

た。これらの目的は、学生たちが各種実習で出会うかもしれない、あるいは今後就職先で

出会うであろう多様な子どもたちやその家族、彼らを地域で支える取り組みについて学ぶ

契機とするためである。本稿では、荘保氏の講演を聴いた後の学生へのアンケート調査の

結果から、学生の学びについて報告する。 
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1. 講演会の日時及び参加者 

 

講演会は 2022年 6月 11日に行われた。参加者は、こども教育学科 1年生及び教員で 

ある。 

 

2. 講演後のアンケートの実施 

 

アンケートは、manaba courseを用いて実施し、講演終了後から 2週間の期間内に回答を

求めた。 

質問項目は、以下の 2項目を設定した。①「日雇い労働者の街・釜ヶ崎で 38 年間続く子

どもたちの集い場『こどもの里』の役割を認識できましたか。」②「『こどもの里』は 0歳

から 20歳までの子どもが無料で利用することができますが、子どもも大人も共に育つため

に必要なことは何だと思いますか。必要だと思う項目を選びなさい(複数回答可)」。 

回答は、①は「よく認識できた」「少し認識できた」「どちらともいえない」「わからな

い」から、②は「子どもたちの遊びの場」、「お父さん、お母さんの休息の場」、「学習の

場」、「生活相談ができる場」、「教育相談ができる場」、「その他」から複数回答可で、それ

ぞれの回答を求めた。 

 

3. 講演後のアンケートの結果 

 

アンケートは、1回生 109名のうち 103名（94.5％）から回答を得た。こどもの里の役割

の認識ができたかどうかについては、図 1に示す通りである。 

 

 

図 1 「こどもの里」の役割の認識（N=103） 

よく認識できた

84%

少し認識できた

16%

n=103
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こどもの里の役割について、「よく認識できた」が 84％、「少し認識できた」が 16％であ

った。この結果から、荘保氏の講演を聴いたことにより、こどもの里についての学生の理解

が深まったことが判る。 

次に、子どもも大人も共に育つために必要だと思うことについての回答人数を、図 2に

示す。 

 

 

図 2 子どもも大人も共に育つために必要だと思うこと（複数回答可、N=103） 

 

「生活相談ができる場」が最も多く 93名となっている。次いで、「子どもたちの遊び場」

91 名、「お父さん、お母さんの休息の場」90名であった。この結果から、学生はこども

の里が子どもにとって遊び場であると同時に、お父さん、お母さんが休める場でもあり、

子どもと大人にとっての生活相談の場として機能しているという理解を得ていること

が確認できる。 

 図 2において、「その他」と回答した学生 10 名の記述については、表 1 にまとめた 

通りである。こどもの里を「地域の方にも優しく出来る場」や「安心する場」、「寄

り添ってくれる場」とする記述や、子どもと大人にとって「ひとりで無理にがんば

ろうとしなくてもいい環境づくりをすること」の大切さに触れた記述があった。ま

た、「自分の子育てだけを正解とするのではなく色んな視点から考えること」が必

要ではないかという記述もあった。 
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表 1 「その他」と答えた学生の記述 

 

1 地域の方にも優しく出来る場 

2 こどもの里の職員の方だけでなく、子育てをしている大人同士の関わり

も難しいかもしれないけど必要だと思いました。 

3 関わり合える場を作る。子どもと向き合う時間を作って素直に一緒に楽

しんだり、他の親子とのかかわり合いをすることで自分の子育てだけを

正解とするのではなく色んな視点から考えることが出来ると思う。 

4 ひとりで無理にがんばろうとしなくてもいい環境づくりをすること。 

5 安心する場。 

6 寄り添うこと。 

7 何があっても親子は突き放してはいけない。 

身近においてあげる環境づくりを街全体がする。 

8 寄り添ってくれる場。 

9 感動しました。 

10 子どもも大人も同じルールの中で生活すること 

少しだけでも同じ時間を同じ場所で過ごすこと 

 

おわりに 

 

 以上、こどもの里の荘保氏の講演後にとったアンケート調査の結果から、学生の学び

を振り返った。これまで、大阪に釜ヶ崎と呼ばれる場所があること、そこで暮らす子ど

もと大人の生活をこどもの里という場所が支えていることを、学生は知らなかったであ

ろう。アンケートの結果をみる限り、学生は、荘保氏の講演からこどもの里の活動を知

り、子どものさまざまな生活背景や子どもの育ちのために大切なことは何なのかを考え

たようである。このことをこれからの学びに繋げていってほしいと思う。 
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【講演会の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【こどもの里 荘保共子理事長】 
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寺谷誠一郎氏の講演会後のアンケートからみる学生の学び 

野口 聡子 

                 

                                       

はじめに 

 鳥取県智頭町元町長 寺谷誠一郎氏にご来学いただき、智頭町森のようちえんまるたんぼ

うの設立にご尽力された経緯、地方自治体としての取り組みについてご講演いただきまし

た。 

智頭町「森のようちえんまるたんぼう」とは、デンマークやドイツで行われているスタイ

ル（毎日の預かり型保育）をめざし、2009 年 4 月に智頭町に住む子育て中の母親・父親た

ちが立ち上げられました 1)。2011 年 4 月より「特定非営利活動法人 智頭町森のようちえ

んまるたんぼう」として活動し、事業の広がりを受けて 2020年 3月に「特定非営利活動法

人 智頭の森こそだち舎（以下、こそだち舎）」として名称をリニューアルし生まれ変わっ

て運営されています。 

1)森のようちえんまるたんぼう HP https:// marutanbou.org (2023 年 5 月 2 日アクセス)より

引用                                        

 

講演の目的は、学生たちが今後就職先において、地方自治体とどのように関わったらよ

いか、あるいは地域で支える地方自治体での取り組みについて学ぶ契機とするためであ

る。本稿では、寺谷氏の講演を聴いた後の学生へのアンケート調査の結果から、学生の学

びについて報告する。 

 

1. 講演会の日時及び参加者 

 

講演会：2022年 6月 15日 

参加者：こども教育学科 2年生及び教員 

 

2. 講演後のアンケートの実施 

 

アンケートは、manaba courseを用いて実施し、講演終了後から 2週間の期間内に回答を

求めた。 

質問項目は、以下の 2 項目を設定した。①「鳥取県智頭町森のようちえん「まるたんぼ

う」の意義について認識できましたか。」②「鳥取県智頭町森のようちえん 「まるたん

ぼう」の可能性は何だと思いますか。」 

回答は、①は「よく認識できた」「少し認識できた」「どちらともいえない」「わからな

い」から、②「たくましい体、しなやかな心をもつ子ども」、「保護者の人生の見つめ直

http://marutanbou.org/
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し」、「自由な学びの獲得」、「高齢化や過疎化の解消」、「豊かな森を守る」、「その他」から

複数回答可で、それぞれの回答を求めた。 

 

3. 講演後のアンケートの結果 

 

アンケートは、2 回生 119 名のうち 99 名（83.2％）から回答を得られた。鳥取県智頭町森

のようちえん「まるたんぼう」の意義について認識ができたかどうかについては、図 1に示

す通りである。 

 

 

図１ 鳥取県智頭町森のようちえん「まるたんぼう」の意義について認識について(n=99) 

  

鳥取県智頭町森のようちえん「まるたんぼう」の意義については、よく認識できた 40%(40

名)、少し認識できた 53%(52名)となっており、約 93%の学生が認識できていた。 

 

よく認識できた

40%(40名)

少し認識できた

53%(52名)

どちらともいえない

4%(4名)

わからない

3%(3名)
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図 2 鳥取県智頭町森のようちえん｢まるたんぼう｣の可能性は何だと思いますか(複数回答) 

                                                                (n=99) 

次に、鳥取県智頭町森のようちえん｢まるたんぼう｣の可能性は何だと思いますか。とい

う問いに対して、自由な学びの獲得 82名という回答が最も多く、たくましい体、しなやか

な心をもつ子ども 66名、豊かな森を守る 36名の順で回答が多い項目となった。 

鳥取県智頭町森のようちえん「まるたんぼう」の保育方針は、こどもたちの‘たくましい

体’と‘しなやかな心’を育むことを目的として、①自然の中でのびのびと、②その子のペ

ースでゆっくりと、③楽しく仲良くたくましくと紹介されていることから、寺谷氏の講演を

聞くことで、学生が鳥取県智頭町森のようちえん｢まるたんぼう｣の保育方針の一端を理解

できたと考える。 

 

４．まとめ 

 まるたんぼう代表 西村早栄子氏は、智頭町で育ったことを誇りに思い育って欲しい。豊

かな自然で生まれ育った魚が、海に向かい大きくなり、また故郷の川に遡ってくるように…

智頭で育った子どもが将来（子育ての場として）またこの智頭を選択してくれるように…。

そのためにも智頭に住むお年寄りやモノづくりの方など、色々な人たちとのふれあいも大

切にしたいと思っています。智頭には魅力的な方たちがたくさんいます。そうした方たちと

もつながって、子供たちに’山が’の知恵・楽しさを伝承してもらえたら・・・と思ってい

ます。私達は、森の中で自由に遊ぶ子供たちを’見守り’育てていきたいと考えています 2)。

との想いを森のようちえんまるたんぼう HPにて述べている。 
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 2)森のようちえんまるたんぼ HP ;https:// marutanbou.org(2023 年 5 月 2 日アクセス)より

引用                                     

 

まるたんぼう代表 西村氏の想いを寺谷氏が、汲み取り、実行に移され今日も「森のよう

ちえんまるたんぼう」は鳥取県智頭町に存在する。 

今回、寺谷氏にご講演いただき、学生達には普段聞く内容とは違った地方自治体の取り組

みや、どのように関わっていけば智頭町のような組織を構築することができるのか、その一

端を学ぶ機会となったと考えている。今後の学生達の就職先で今回の講演内容が活かされ

ることを期待している。 

 

付録：寺谷誠一郎氏への講義後のコメントシートから一部抜粋。 

・町民がやりたいことをできるように行動しようとするところが、とても町民の人から好感 

をもってもらえていたんだなと思いました。(中略)町を変えていくために、町民のために 

行動できるのはすごいことだと思いました。 

 

・森のようちえんは、1 人の頑強な意思を持って開園されたのだと変わったと同時に、こど

ものすることすべてを見守り、鑑賞しすぎない教育方針だということが理解できました。 

 

・森のようちえんで、子ども達同士で協力をしたり助け合ったりすることが遊びの中で生ま

れることが心に残りました。(中略)子ども達同士の関わりの中で生まれる思いやりの気

持ちや協力することなどを大切にしていると思いました。 

 

・町長になられるまでのエピソードがとても衝撃的でした。そのようなゼロからのスタート

にも関わらず、様々なことを提案されて、それが成功している姿から、今までの伝統やル

ールを破り、自分の意志をしっかりと持って何事にも挑戦することの大切さを知りまし

た。 

 

・一番印象に残ったのは、サドベリースクールです。義務教育に反しているが、子ども達の

主体性を尊重して教育はとてもいいなと思いました。(中略)今後の生活に不可欠なもの

が身につくと思いました。 

 

・先生が子どもの行動を決めてしまうのではなく、自由に好きなことができる環境を作るこ

とで自発性や好奇心もより育つことができることを学びました。 

 

・何かを恐れて行動しないよりも、分からなくても分からないままに行動することの方が 

得られること、経験が多くあると思いました。 

http://marutanbou.org/
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・「無理」「できない」という考え方ではなく、「どうすればできるのか」「どうするべきか」

という考え方をするべきだと感じました。始めから無理だからという固定概念にとらわ

れず、目的を達成するにはと常に考えらえるようにしたいともいました。 

 

・一番印象に残ったのは、町の老人会の方が寺谷先生の話を聞き、子どものために動くよう

になったことです。 

 

・寺谷先生の話を聞いて、悪いことは悪いと伝えなければならないし、自分だけでもそのよ

うな思いを忘れてはならないと思いました。 

 

・地域住民のご高齢の方が、寺谷町長との話し合いの末、森のようちえんに協力してくれる

にようになったというお話を聞き、第れを思う気持ちや強い意志があればどんなことで

も実現できるのだなと感じ、私自身も子どものためにたくさん考えて実行して、子どもの

やりたいことを援助できる保育者になりたいと思いました。 

 

・古い考えの大人を動かして町全体で子どもを見守っていける環境を作り、地域で子育てを

する。簡単なことではないけれど、子どもを見守る目が増えると、より自由に子どもを育

てることができると思いました。 

 

・コロナ禍だからという気持ちでいるのではなく、受け入れた上で、生きていくようにした

いなと思いました。 
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映画「こどもかいぎ」鑑賞によるアンケート結果からみた学生の学びと気づき 

竹下 柊 

目的 

 本学科の保育士養成課程では、保育・幼児教育に関する専門的・実践的能力を身につけた

人材を養成することを目的としており、その一環として、映画「こどもかいぎ」の鑑賞を通

して、代替不能の＜かけがえのないいのち＞の育ちに寄り添う喜び、困難さ、責任を学生に

実感させることにより、「共生の理念に基づき生きる」という本学学生の人間形成を図る目

的がある。 

 本稿では、映画「こどもかいぎ」の鑑賞を通して、映画鑑賞前後のアンケート結果をもと

に、こどもたちによる「かいぎ」からこどもたちが見ている世界を覗き、そこから生じた学

生らの学びと気づきについて考察する。 

 

方法 

1）概要 

映画「こどもかいぎ」（監督：豪田トモ、2022年公開）の概要を以下に示す。 

「映画『こどもかいぎ』は、子どもたちが『かいぎ』をする保育園を 1年間に渡って撮影

したドキュメンタリー。子どもたちの『かいぎ』には、明確な答えも結論もありませんが、

全力で話し合い、遊び、泣き、笑い、成長する姿があります。子どもはそのピュアな眼で何

を見て、何を考え、どうやって社会とつながろうとしているのか…。私たちは目の前のこと

に振り回されて、普段そんなことに思いを巡らせることはないかもしれません。しかし、正

解のない現代社会で、人とのつながりや対話が一層重要になっている今、子どもたちの目線

に立って世界を見ることは、実は社会が抱える様々な課題を解決するヒントになるかもし

れない（ホームページより一部抜粋）」 

 

2）映画鑑賞の日時 

 2023年 11月 30日 13：30〜15：00に、21号館 603 講義室において実施した。 

3）参加者 

 参加者は龍谷大学短期大学部こども教育学科 2 回生 120 名、および教員 15 名であった。 

 

4）映画鑑賞前のアンケートの実施 

 manaba courseのアンケート機能を用いて、映画鑑賞の前後にアンケート調査を実施した。 

 鑑賞前のアンケートは、鑑賞の 1週間前から鑑賞当日までに回答を求めた。質問項目は、

①「映画『こどもかいぎ』について知っていますか」、②「あなたは＜かいぎ＞をすること

で問題や課題を乗り越えることで、得られるものは何だと考えますか」、③「3.あなたは、

「こどもかいぎ」に対して何を得られるとイメージしていますか」の 3項目を設定した。な

お、質問①については、選択肢として「知っている」「聞いたことがある」「知らない」「わ
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からない」の 5 つを設定した。質問②については、選択肢として「話し合えば協力し合え

る」「自分たちの力で変えられる」「未来を信じる力」「希望」「考えたことがない」「わから

ない」の 6つを設定した。最後に質問③については、選択肢として「聞く力」「理解する力」

「考える力」「表現する力」「繋がる力」「自己肯定する力」「他人に共感する力」「問題解決

する力」「新しい価値を創造する力」「社会を生き抜く力」「その他」の 11項目を設定した。

なお、質問②③ついては複数回答を可能とした。 

 鑑賞後アンケートは、鑑賞後から 1週間後までに回答を求めた。質問項目は、4項目を設

定した。⑴「映画を鑑賞して『こどもかいぎ』について印象が変わりましたか、⑵「映画を

鑑賞した今、あなたは＜かいぎ＞について考えましたか」、⑶「あなたが＜かいぎ＞をする

ことで問題や課題を乗り越えることで、得られるものは何だと考えますか」、⑷あなたは、

『こどもかいぎ』に対して何を得られるとイメージしていますか」の 4項目を設定した。な

お、質問⑸として、感想を尋ねる自由記述式の問題を設定した。 

 質問⑴については、選択肢として「すごく変わった」「少し変わった」「あまり変わらなか

った」「変わらなかった」「わからない」の 5項目を設定した。質問⑵については、選択肢と

して「深く考えた」「少し考えた」「あまり考えなかった」「考えなかった」「わからない」の

5 項目を設定した。質問⑶については、選択肢として「話し合えば協力し合える」「自分た

ちの力で変えられる」「未来を信じる力」「希望」「考えたことがない」「わからない」の 6項

目を設定した。最後に、質問⑷については、選択肢として「聞く力」「理解する力」「考える

力」「表現する力」「繋がる力」「自己肯定する力」「他人に共感する力」「問題解決する力」

「新しい価値を創造する力」「社会を生き抜く力」「その他」の 11 項目を設定した。なお、

質問⑶⑷については複数回答を可能とした。 

  

結果 

 回答者の内訳については 2回生１２０名のうち鑑賞前は１０７名（８９％）、鑑賞後は１

００名（８３％）から回答を得た。 

まず、映画「こどもかいぎ」の存在の認知度について以下に示す（図１）。 

回答の内訳は、「知っている」が４名（４％）、「聞いたことがある」が１５名（１４％）、

「知らない」が８１名（７６％）、「わからない」が７名（６％）であった。 

 

図 1．映画「こどもかいぎ」の知名度 

知っている
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 次に映画鑑賞前後における、「〈かいぎ〉をして問題や課題を乗り越えることで得られる

もの」について学生の意識に関する結果を示す（図２・図３）。 

 鑑賞前の回答の内訳は、「話し合えば協力し合える」が 85名、「自分たちの力で変えら

れる」が６０名、「未来を信じる力」が１８名、「希望」が３０名、「考えたことがない」

が３名、「わからない」が４名であった。 

 鑑賞後の回答の内訳は、「話し合えば協力し合える」が８５名、「自分たちの力で変えら

れる」が８５名、「未来を信じる力」が５１名、「希望」が５４名、「考えたことがない」

が０名、「わからない」が１名であった。 

 

 

図 2．〈かいぎ〉をして問題や課題を乗り越えることで得られるもの（鑑賞前） 

 

 

図３．〈かいぎ〉をして問題や課題を乗り越えることで得られるもの（鑑賞後） 

 

 次に「こどもかいぎ」で得られるものについて、鑑賞前後の結果を以下に示す（図４・

図５）。 

 鑑賞前の内訳は、「聞く力」が７４名、「理解する力」が６６名、「考える力」が９５

名、「表現する力」が６４名、「繋がる力」が３５名、「自己肯定する力」が２７名、「他人

に共感する力」が８０名、「問題解決する力」が８３名、「新しい価値を創造する力」が４

３名、「社会を生き抜く力」が４２名、「その他」が０名であった。 

 鑑賞後の内訳は、「聞く力」が９９名、「理解する力」が８１名、「考える力」が８９

名、「表現する力」が９１名、「繋がる力」が５１名、「自己肯定する力」が６０名、「他人

に共感する力」が８１名、「問題解決する力」が７１名、「新しい価値を創造する力」が６

４名、「社会を生き抜く力」４３名、「その他」が１名であった。 
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図４．「こどもかいぎ」で得られるもの（鑑賞前） 

 

 

図５．「こどもかいぎ」で得られるもの（鑑賞後） 

 

 次に映画鑑賞後の「こどもかいぎ」への印象の変化について、以下に示す（図６）。 

 回答の内訳は、「すごく変わった」が６３名（６３％）、「少し変わった」が３０名（３

０％）、「あまり変わらなかった」が６名（６％）、「わからない」が１名（１％）であっ

た。 

 

図６．鑑賞後の「こどもかいぎ」への印象の変化 

 

 次に映画鑑賞後、学生の「かいぎ」についての自己内省について以下に示す（図７）。 

 回答の内訳は、「深く考えた」が５５名（５５％）、「少し考えた」が４０名（４０％）、

「あまり考えなかった」が４名（４％）、「分からない」が１名（１％）であった。 
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図７．「かいぎ」についての自己内省 

 

考察 

こども会議の認知度については「知っている」「聞いたことがある」を合わせると１８％

であり、全体の約８割が「こどもかいぎ」という取り組みについて知らなかったと考えら

れる。一方、鑑賞後の「『こどもかいぎ』への印象の変化」（図６）では、「すごく変わっ

た」が６３名（６３％）、「少し変わった」が３０名（３０％）であり、回答者全体の約９

割が「こどもかいぎ」に対する印象の変化が見られた。このことは、鑑賞前は「こどもか

いぎ」の取り組みの内容や存在を知らない学生の割合が非常に高く、「こどもかいぎ」と

いう言葉からイメージした学生が大半を占めていたと考えられる。そのため、鑑賞を通し

て、一般的な「かいぎ」と「こどもかいぎ」の違いが明確になり、印象の変化に繋がった

と考えられる。 

まず、「〈かいぎ〉をして問題や課題を乗り越えることで得られるもの」についての鑑賞前

後の結果を比較すると、「話し合えば協力し合える」と回答した人数は変わらないものの、

「自分たちの力で変えられる」、「未来を信じる力」、「希望」、の３項目について、鑑賞後は

いずれも選択した学生の人数が増加している。このことは、こどもたちが「かいぎ」する様

子を鑑賞することで、人と話し合いをすることの意味や効果を再検討する機会となり、問題

を乗り越えた先にある成果について、期待や希望をもつことに繋がったと考える。また、「考

えたことがない」、「わからない」と答えた学生の割合については、鑑賞前は両方合わせて７

名であったのが、鑑賞後は「わからない」と回答した 1 名のみに減少している。このこと

は、「こどもかいぎ」の鑑賞を通して、「かいぎ」という形で人と話し合うこと、その意義を

考える一助になったと考えられる。 

次に「こどもかいぎ」で得られるものについては、鑑賞前は「考える力」（９５名）、「問

題解決する力」（８３名）、「他人に共感する力」（８０名）の順番で最も回答数が多かったが、

鑑賞後は「聞く力」（９９名）、「表現する力」（９１名）、「考える力」（８９名）の順番で最

も回答数が多かった。先述したように、鑑賞前は「こどもかいぎ」について知っている学生

が少なかったことから、「こどもかいぎ」という言葉から想像して回答した学生が多かった

と考えられる。そのため、こどもたちが会議を行うというイメージから、考える力や共感力、

55%
40%

4%

1%

深く考えた

少し考えた

あまり考えなかった

考えなかった

わからない



32 

 

問題解決能力が得られると想定した学生が多かったと推測される。しかし、鑑賞後には聞く

力と表現する力と回答した学生が大幅に上昇しており、なおかつ問題解決する力について

は 71名と少なくなっている。このことは、「こどもかいぎ」は通常の「かいぎ」から想像さ

れるような意思決定や問題解決を前提としたものではなく、こどもたちの純粋な疑問や身

の回りで起こる様々なことについて、こどもたちの自由な発想で対話をすることに重きが

置かれていることが関係していると考えられる。そして、学生たちは「こどもかいぎ」を鑑

賞することを通して、こどもたちが他児の話を聞き、そのことについて考え、自分の思いや

考えを表現するという、対話についての理解や学びが深まったと考えられる。 

最後に「『かいぎ』についての自己内省」については、「深く考えた」が５５名（５５％）、

「少し考えた」が４０名（４０％）となっており、併せて約９５％の学生が「こどもかいぎ」

の鑑賞後に、自分なりに「かいぎ」について考えたという結果となった。保育者の卵である

学生たちにとって、こどもたちが会議をする様子を見ることは、対話の重要性を振り返る機

会として有益であったと考えられる。 

 

付録：「鑑賞後の感想」の自由記述から一部抜粋 

自分の気持ちや考えを話すことで信頼関係を築いていくのだと深く感じました。また、聞

く力も身につくことからこのような場を設けることの大切さに改めて気づきました。 

 

子どもはやはり子どもなりに考えを持っていて、広い心を持っているのだなと思いまし

た。また、〇〇ちゃんのこういったところが嫌だと話した後に、でも〇〇できるのはすごい

と思うと褒めたり、けんかをしてもう遊ばないのかと思えば、通りすがるときに仲直りしよ

うと声をかけたり、大人ならプライドなどがあってできないようなことをやってみせるの

で素敵だなと思いました。 

  

今回の講義を受けて、子どもの考察力や創造性にとても驚きました。子どもだからといっ

て、子どもが遊ぶ環境であったり、保育内容を制限したりする事は、子どもが学ぶ範囲を狭

める事にとても繋がるのだと動画を視聴してとても感じました。さまざまな視点から多く

の事を試し、挑戦していく事が子どもが持つ力を引き出すのだと感じました。 

 

こどもかいぎは、子どもたちが自分の思いや考えを話す機会であると同時に、保育者が子

どもの思いを知る機会でもあると思いました。 

 

喧嘩がないことが良いことなのではなく、喧嘩してから自分の思っていることや気持ち

を相手に伝えられることが重要になってくると思いました。 

 

「こどもかいぎ」という言葉を初めて聞いたが、子どもが自由に発言し合うことで、自分
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を表現することに繋がっていくのだと感じた。また、保育者は子どもの発言を否定せず聞く

姿が印象的で、子どもの予測不能な言動がとても可愛らしく面白かった。 

 

また、子どもが喧嘩した時に落ち着いて話し合える「ピーステーブル」という環境は子ど

もにとってとても良い環境だと感じました。問題を解決することを目的とせず、子どもが自

分の気持ちを言葉にすることを目的としているという考え方はこれから保育者となる私に

とって、大切にしなければいけない考え方だと思いました。子どもが喧嘩をして保育者が間

に入る際にも、保育者が子どもの意見を受け止めて仲介するのはもちろん、最後まで援助を

するのではなく、最後は子どもたち自身で話し合えるような環境を作るというのはとても

学びになりました。 

 

「こどものかいぎ」を鑑賞し、私たち大人が思っている以上に子どもたちは、日常で起こ

る出来事に敏感であること。そして、その身の回りで起きる出来事に対して、さまざまな疑

問や考えを持ちながら日々の生活を過ごしていることを知った。 

 

こどもかいぎを見て子どもが自由に発言する場を作ることの大切さを感じました。普段

十分に子どもが自由に発言する場がないことに気づきました。子どもの発言がこんなに面

白いものだということも知りませんでした。 

 

子どもには私たちが今考えていないような疑問がたくさんあり、日々知りながら学びな

がら成長しているのだと感じた。そして私たちはその疑問や問題を子ども自身が解決して

いけるようにさりげなく援助するべきなのだとも思った。保育者がやりすぎず、子どもが学

ぶためにはどのような援助をすべきか常に考えながら保育すべきだと感じた。保育者にな

っても親になっても子どものことを下に見たりせず、同等の立場で会話をし、共に学んでい

く姿勢が大切だと考える。子どもの疑問をきっと全て完璧に答えることはできないので、私

たちも子どもと共に学びを深めながら日々成長していきたい。 

 

こどもかいぎは、子どもが自分の考えを伝えたり、お友達の話を聞く経験になることはも

ちろん、保育者も子どもの意見を密に聞ける良い機会になるのだと学びました。また、ピー

ステーブルという場所があることにより、喧嘩した時に子ども達だけで解決できるように

していることが凄いと思いました。向き合って話をすることで、子ども達のクールダウンに

も繋がり良い影響をもたらしているなと思いました。 

 

「こどもかいぎ」は何か話のオチがある訳でもなく、正しいことを伝えてるわけでもなく、

ただ子どもたちが感じるままに話をして、友達の思っている気持ちをきくという取り組み

なのだと知った。 



34 

 

 

今回、こどもかいぎについての映像を見て、複数人で集まって対話するということが子ど

もたちにとっては少し難しいことであるということが分かった。しかし、こういったことを

経験することで、大人が介入せず自分たちで話し合う力を付けられたり、意見をまとめる力

が付いたりして、とてもいい影響を与えられるのだと感じた。 

 

今回の映画を鑑賞、「かいぎ」のイメージが変わりました。「かいぎ」と聞くと、議題を設

定しそれについて意見をを交わし、解決しなければいけないと考えていましたが、子どもた

ちが疑問に思っていることや嫌なこと、一見関係のないような話などを聞き、思いに共感す

ることが重要なことではないかと考えました。解決する訳ではなく、それぞれが思いを言い

合い会議を終了するという点に衝撃を受けました。 

 

「かいぎ」という言葉から堅苦しいものかと思い込んでいました。実際に見ると、保育者

が出した話題に関して子どもたち自身が自由に話を広げており、話題の中で様々な意見が

出ていたことに驚きました。また、保育者が子どもたちが興味を持って考えられるように話

の流れをうまく持っていっていたなと感じました。 

 

大人が行う堅苦しい会議ではなく子どもたちの世界観が活かされた面白い「かいぎ」だな

と感じました。 
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保育における音楽的な表現活動を支えたピアノ 

－東京女子師範学校附属幼稚園を例にとって－ 

 田中知子 

 

はじめに 

本学の授業、「保育実習指導Ⅲ」および「教育実習」では、実習において活用できる保育

技術習得のための時間を設定している。筆者はその中で、“設定保育における歌唱指導”を

テーマにした授業を担当している。授業では、子ども達との歌唱活動において、①なぜ、ピ

アノを用いるのか②授業「音楽Ⅰ」および「基礎技能Ⅱ（音楽）」で学んだピアノのスキル

活かし、実際の歌唱活動で子どものためにどのように活かすことができるのかを考えるよ

う促している。 

保育の現場においては、歌唱活動の他にも身体表現や合奏、劇遊び等、音・音楽に関わる

様々な表現活動が行われている。ピアノはそうした場面を支える楽器の一つとして保育に

浸透している。 

では、ピアノは一体どのような経緯のもと、保育の現場に取り入れられるようになったの

であろうか。 

本稿では、上記の問題意識に迫るべく、東京女子師範学校附属幼稚園でのピアノの導入と

活用について、先行研究を整理する。そして今日の保育現場において、子どもたちの表現活

動をピアノが支えているという現実と、東京女子師範学校附属幼稚園でのピアノのあり方

という歴史的事実とをつなげる試みを行いたい。 

 

１．開園当初のピアノの使用 

 

東京女子師範学校附属幼稚園（現・お茶の水女子大学付属幼稚園）は明治９（1876）年 11

月に開設されたわが国初の幼稚園であり、開設の年に遊戯室にピアノが設置されたと考え

られている１）。同園はフレーベル主義幼稚園をモデルとした幼稚園教育を目指しており、ピ

アノの導入は、その保育内容で重視される音楽的な表現活動を支えるためのものであった

と考えられる。しかし、残念ながらそのピアノについてはメーカーや型式、鍵盤数など情報

を掴む手がかりがない２）。 

開設の翌年明治 10（1877）年 11 月 27 日に、皇后宮、皇太后宮を迎えての開園式が行わ

れた。その様子について当時の新聞は、保母（１）による和琴（日本古来の楽器である６弦の

琴）とピアノの演奏に合わせて、幼児が拍子を取り歩きながら歌ったり、遊戯をしながら歌

ったりして、大変楽しい雰囲気であったことを伝えている３）。この時ピアノを弾いたのは松

野クララである。松野クララは日本の保育においてピアノを活用した最初の保母である 4)。 

松野クララ（旧姓クララ・ツィーテルマン, Clara Zitelmann）は 1853年ドイツのベルリ

ンに生まれ、日本の幼児教育においてフレーベル教育思想の導入とその方法や技術の実践
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に貢献した人物である。林学の勉強のため、ドイツに留学していた松野礀（1847～1908）と

知り合い、明治 9（1876）年に結婚のため来日した。来日直後クララは, 東京女子師範学校

の英語教師として勤務していた。その後、 明治 9（1876）年 11月に東京女子師範学校附属

幼稚園の主席保母として迎えられ、豊田芙雄や近藤濱（附属園保母）にフレーベルの幼児教

育理論と方法を伝習した。クララについては、本国で受けたという保母養成課程の在籍期間

や幼稚園保母の経験があったのかなど、詳しいことはわかっていない 5)。 

はっきりしていることは、「ほとんど日本語はできなかったが英語は堪能であったこと、

子どもは好きであったこと、幼稚園教育で重要な楽器ピアノをかなりの程度弾けたという

こと」である 6)。 

 

２．日常の保育におけるピアノの使用 

 

東京女子師範学校附属幼稚園は、クララの指導を踏まえフレーベル主義の保育を開始し

たが、その中で唱歌を「緊要ノ一教科」と捉えていた 7)。  

幼児教育の祖とよばれる F.W.フレーベルは、「教育の書」で あると同時に「遊びの書」

である『母の歌と愛撫の歌』を記したが、その内容について馬場（2014）は、乳幼児の生活

場面に即した日々の具体的な教育方法が示され、感覚を通しての教育、なかでも歌を伴う遊

びが乳幼児期に最もふさわしい教育方法として重視されていると指摘している 8)。そうした

ことから、同園が唱歌教育を意欲的に取り入れたことは想像に難くない。 

開園当初明治 10年頃の保育におけるピアノの使用については、クララが月曜と木曜の週

２回、朝の集会で保育唱歌の伴奏と、幼児の行進のために弾いていたとされる。この時クラ

ラが弾くピアノを, 「幼児は勿論のこと、保姆や練習生も大変楽しみに待っていた」ようで

ある９）。また、明治 10 年の保育時間表を見ると、週に一度、第一ノ組（５歳児）から第三

ノ組（３歳児）まで、全園児対象に合同で 30 分間「唱歌」を行うことが記されている 10)。

当時歌われていた「唱歌」には唱歌遊戯という動きをともなう歌唱表現も含まれており、倉

橋ら（1956）が述べる「一週一回ピアノで遊戯する際、女史がこれを彈いて幼兒が遊戯した

といふことである」11)は、この時クララがピアノを弾いていたことを示すものではないかと

思われる。保育見習のために上京した人は、子ども達がピアノに合わせて歌ったり遊戯をし

たりする光景を見て、「其唱歌遊戯恩物等によりて、幼児をたのしませつつ心身を開誘する

事を感心し、又始めてピアノの音を聞きて其微妙なることに驚嘆」したとある 12)。 

なお、明治 14年に保育科目が改正されると、唱歌は毎日行うよう新しい保育課程表には

示されており、唱歌に関する記載事項を踏まえると使用された楽器は、ピアノやオルガンで

あろうとは細田（1996）は推測している 13)。 

そうした状況の中、保母たちがどのようにピアノに向き合っていったのかを推測できる

資料が残されている。例えば、保母の中でもピアノやヴァイオリンなど西洋楽器を演奏でき

る者があらわれたことや 14)、明治 20（1887）年に付属幼稚園の保母となった下田たづの回
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想による、保姆たちは競ってピアノの勉強をした、本校の先生について二時間前に出て練習

し、本校で催された祝賀会などで連弾した 15)等の記述である。これらのことから、保母た

ちが懸命にピアノの練習に取り組んでいたことがわかる。 

開園当初はクララが欠勤の場合、「他の保母はまだ誰一人ピアノを弾くことができず、幼

児と共に歌いながら遊戯をしていた」16)。しかし、明治 13（1880）年にクララが幼稚園を辞

任したことで、状況は一変する。子ども達に「唱歌」を指導するには、自身のピアノの演奏

技術を向上させなければならないという意識が保母たちの間で強まったのかもしれない。

並々ならぬ努力のもと、保母が演奏技術を身に付けていったことで、保育に用いられる機会

は当然増えたであろう。 

 

３．保育唱歌の伴奏としてのピアノ 

 

保育の中で用いられた唱歌教材『保育唱歌』は、明治 10（1877）年から 13（1880）年に 

かけて 17)、宮内省式部雅楽課の伶人と豊田芙雄、近藤濱ら保母によって作成された唱歌集

である 18)。曲は伶人が作曲した雅楽調のものであり、歌詞は豊田ら付属園保母が手掛けた

ものである。内容は、フレーベル主義幼稚園教育書の歌詞を幼児向けに改訳したもの、万葉

集、古今和歌集、古事記から採られたものや豊田ら自身がつくったものである 19)。この保

育唱歌を作成する目的は、幼稚園での使用と東京女子師範学校における教材としての活用

であった 20)。 

また、保育唱歌の伴奏に使用したのは、和琴、笏拍子、調子笛、ピアノなどであり、明治

14、5年からはヴァイオリンを使用することもあった 21)。和琴は西洋音階の 7音は出せたも

のの、音量はあまり大きくなく、保育参観等の特別な時にクララのピアノ伴奏の合の手とし

て用いられたようである。笏拍子は日常の保育で歌う際に拍子をとるものであったが、どち

らの楽器も保母の歌声に合わせる程度のものとして使われ、楽器の音そのものに重きはお

かれていなかった。これらの楽器を用いることだけで、幼児の心を引き付けることは難しか

ったようである 22)。 

こうして和洋、様々な楽器が唱歌の伴奏楽器として試されるようになっていくが、当時、

まだ珍しかったピアノの価格は一体どれくらいのものであったのだろうか。和楽器である

爭が３～４円だったのに対して、ピアノは数百万円から 1000円以上したといわれている 23)。

そうした時期に東京女子師範学校附属幼稚園にピアノを導入することができたことについ

て、村上（2019）は、「明治政府が教育の近代化を急ぐ中、東京女子師範学校附属幼稚園が

わが国初の幼稚園であり、首都に設置された官立師範学校の附属園であったことも、近代的

幼児教育のモデル確立の必要性という観点から、ピアノという高価な西洋楽器の設置を可

能にする一因となったのではないか」24)と述べている。 

それに加えて、筆者は日本の幼稚園創設に寄与し、附属園の開設にも尽力した時の文部大

臣、田中不二麿の影響があると考えている。彼は、文部省の役人として 1871年から 1873年
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まで、欧米の教育機関や保育施設を視察している。その際、幼児教育が小学校教育以降の基

礎となっていることを認識した経験が、附属幼稚園創設を押し進める契機となったと言わ

れている 25)。 

当時欧米ではフレーベル主義の保育が中心であり、田中が視察の折に、子ども達がピアノ

に合わせて歌ったり遊戯をしたりする姿を目にした可能性は高い。田中が幼児教育の重要

性や、保育における音楽の役割を目で見て肌で感じとっていたならば、ピアノの購入にも理

解を示したのではないかと推測する。 

 

４．おわりに  

 

日本の保育に初めてピアノを導入したのは、創世期の幼稚園教育をけん引した東京女子

師範学校附属幼稚園であった。同園は、フレーベル主義幼稚園をモデルとすべく開設された

我が国最初の園であり、ピアノはその保育内容で重視される「歌を伴う遊び」を支える教育

楽器として導入されたと考えられる。当時のピアノは大変高額であったが、その購入を決断

させたのは、園の設立に尽力した田中不二麿の幼児教育観や、近代的幼児教育のモデル確立

を急ぐ政府の思惑によるものと思われる。 

開園当初ピアノが弾けたのは、主任保母であるドイツ人の松野クララのみであり、「保育

唱歌」や「幼児の行進」の伴奏として弾いたことが、保育におけるピアノ使用の始まりであ

ったとされる。現在ではさほど珍しいことではないが、当時は、５，６歳の子ども達が集ま

って手をつなぎながら唱歌を歌うということ自体、従来の教育の中にはなく、新しいことで

あった 26)。「唱歌」の活動は、遊びの要素が大切にされつつ、歌うことに比重が置かれてい

る。遊戯室から聞えてくる子ども達の歌声は、愛らしさとともに新しい時代を感じさせるも

のであっただろう。このようなピアノを用いた集団での表現活動は、現在の設定保育等に見

られる音楽的な表現活動を形作る原型となるものであったと言えるだろう。 

また、クララが伴奏した「保育唱歌」は雅楽調のものであったが、「幼児の行進」のため

に弾いた曲についての記載は見当たらず、西洋音楽が含まれていた可能性もある。母国ドイ

ツで子どもの為に書かれた曲であったかもしれない。西洋音楽を知っている日本人はごく

僅かであった時代にあって、子ども達や保母が今までに聞いたことのない、まったく異なる

音楽の世界をピアノの伴奏によって享受していたなら、それはとても貴重な体験であった

はずである。子ども達や保母にとっては、日々の生活の中で和洋、どちらの音楽にも触れる

ことのできる豊かな時間ではなかっただろうか。 

ピアノは、集団での表現活動に対応できる音量や音域の広さをもつ他、多彩な音色・ニュ

アンスを表現できる楽器である。その特性は、当時の子ども達の心を弾ませ、活き活きとし

た表現を支えることにつながったと思われる。 

また、そのピアノを弾くクララは、前述のとおり、フレーベルの保育理論と実践を理解し

ピアノの技術にもたけた人であった。そして、日本語に苦労しながらも、子ども達と積極的
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に関ろうとした人であった 27)。 

そのような人物によるピアノ伴奏のもと、友達と触れ合いながら唱歌を楽しむ子どもの 

姿は、附属幼稚園での表現活動を支えるピアノの在り方を示すものである。またそれは、今

日の、音楽的な表現活動を支えるピアノの在り方につながるものであろう。 

以上のように、本稿では、日本の幼児教育においてどのような経緯のもと、ピアノが保育

の現場に導入され活用されたのか、また保育における音楽的な表現活動を支えるピアノの

在り方とはどのようなものであったかを明らかにするため、東京女子師範学校附属幼稚園

に関する文献の整理を試みた。今後は、文献研究の範囲をさらに広げ、幼稚園教育の歴史的

事実に見られるピアノの在り方と、今日の保育におけるピアノの在り方とをつなげながら、

子ども達の音楽的な表現活動を支えるピアノについての研究を深めたいと考えている。 

 

【注】 

（１）ここでの「保母」とは、現代でいうところの「幼稚園教諭」を示す。なお、先行研

究で引用した部分のみ「保姆」と記している。 
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実習を経験した学生に対する保育実技・実践指導 

―応用的な展開を含めた模擬保育を通してー 

野澤良恵 

１．はじめに 

筆者は、実習の事前指導の一環として、教育実習・保育実習（以下、実習とする）に臨む

学生が、部分実習や責任実習を実施する際の参考となるように、保育実践・実技指導を行っ

てきた。本稿はそれを応用的に展開させた実践の報告である。 

これまでは、初めての実習に臨む 1年生に対して、保育者として現場経験のある筆者が保

育者、学生が子どもとなって保育指導案に基づいた模擬保育を行い、具体的な援助の方法や

保育内容を実践的に学ぶことを目的にした授業に取り組んできた。保育に関する知識が浅

く、実習の経験がない 1年生でも遊びの進め方や配慮事項が理解できるよう、保育指導案の

通りに模擬保育も展開し、保育者の意図を学生に考えさせたり、解説したりしてきた。 

しかし、保育は模擬保育のように、円滑に遊びが展開されるとは限らない。実際、初めて

の実習を経験した学生の振り返りからは、部分実習や責任実習で子どもの前に立った時、保

育指導案通りに遊びを進めることを意識し過ぎて、目の前にいる子どもの反応に臨機応変

に対応できず、「うまくいかなかった」という感想をしばしば耳にする。その一方で、初め

ての実習でも円滑に遊びを進めることができて「よかった」「うまくいった」という声を聞

くこともある。また、うまくいったと答えた学生にその時の保育内容について尋ねてみると、

子どもの姿や成長発達をふまえたものではなく、学生自身が展開しやすい保育内容を選ん

でいるような印象を受けることも多い。 

学生にとって、子どもの前に立ち、保育を展開する部分実習や責任実習は、緊張や責任を

伴う実習の一大行事ともいえる。だからこそ、「うまくいくように」準備してきたことを、

形に添って進めることばかりに気を取られると、目の前にいる子どもへの意識がおろそか

になってしまうことも考えられる。反対に、「うまくいった」と感じた学生についても、自

分の思い通りに進めることに満足して、子どもの姿を考慮した保育内容に取り組めていな

い学生もいることが現状である。 

これらをふまえて、今年度は 1年生で実習を経験した 2年生が、次の実習の際に、子ども

の姿を考慮した部分実習・責任実習に取り組めるように、子どもと対話をしながら、臨機応

変に遊びを進めていくことが求められる集団ゲームの模擬保育を行った。本稿は、実施内容

を学生からのコメントをもとに、保育実践・実技指導の考察を行うものである。 

 

２．概要 

科目：教育実習 

実施日時：2022年 5月 18日、5月 25日 3講時 

実施場所：第４トレーニング室 

対象者：こども教育学科 2 年生 120 名（15 クラス）を 2 つのグループ（7 クラスと 8 クラ
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ス）に分けて、1グループごとに実施した。 

実施内容： 

90分の授業時間において、まずは、集団遊びを参加者全員に体験してもらった。その後、

3 歳児対象、5歳児対象と年齢別に集団ゲームの模擬保育を行った。模擬保育では教員が保

育者役となり、クラスの代表者が子ども役を担い、他の学生はその様子を観察した。最後に、

模擬保育での気付きや学びをクラス毎に話し合い、その内容を参加者全員で共有した後、保

育指導案を配布し、それぞれの遊びのねらいや進め方、保育者の援助や思いなどを、指導案

を基に説明した。 

 

１）全員で集団遊び 

最初に参加者全員で、3つの集団遊びを行った。それぞれの遊びを通して、子どもがみん

なで一緒に身体を動かして遊ぶことの楽しさや意義を体験的に学ぶことをねらいとした。

また、進級とともに新しいクラス編成となったことから、仲間と一緒に身体を動かし、遊び

の楽しさを共有することで、新しいクラスの交流を深めることも意図した。体験後にはそれ

ぞれの遊びをする時の保育者の配慮点と、5 歳児の 10 月に行うことを想定した遊びのねら

いを伝えた。 

1つ目は、クラス毎に輪になり、手遊び歌「トントンひげじいさん」の曲に合わせて、同

じ動きで踊った後、保育者の「お引越し」という声掛けによる合図で、クラスのみんなで目

標物を決めて移動をする「みんなで引っ越しゲーム」を行った。これは、友達と一緒に協力

して遊ぶ楽しさを味わうことをねらいとした。 

2つ目は、ジャンケンに勝つと、人間の成長過程に沿って赤ちゃんから大人に進化してい

く「進化じゃんけん」を行った。全員がハイハイ動作で赤ちゃんになりきるところからゲー

ムが始まり、勝負に勝ち進んで、いち早く大人になって歩くことができるようになった子ど

もが勝ちとなる。 

これは、ルールを理解し、いろいろな友達と意欲的に関わって遊ぶことをねらいとした。

また、この遊びを基に、5歳児を対象とした模擬保育を後で行うことも伝えた。 

3つ目は、既存の「猛獣狩りに行こうよ」というリズム遊びの要素もある人数集めのゲー

ムを、「芋ほりに行こうよ」に替えて行った。これは、10月の実習に行く頃の園の行事でよ

く取り入れられている、芋ほりに親しむことと、ルールを理解し、友達と協力して意欲的に

動くことを楽しむことをねらいとした。 

 

２）3歳児を対象とした模擬保育 

10月の実習をふまえて、その季節に合った遊び「どんぐり・きのこ・おいもゲーム」の模

擬保育を行った。3歳児の発達段階を考慮し、初めからゲーム形式で行うのではなく、まず

は、歌「どんぐり・きのこ・おいも」に合わせて、十分に身体表現を楽しんだ。その後、マ

ットを 3枚用意し、それぞれをどんぐり、きのこ、おいもの家に見立てて、保育者が示す言
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葉を聞いてマットの家に移動する「どんぐり・きのこ・おいもゲーム」へと移行した。移動

の際は、子どもの表現を認め、子どもの動きや発言を取り入れながら、イメージを広げて、

ゲームを楽しめるような声かけを実演した。その後、応用的な例として保育者がクマの面を

かぶり、クマとなって子どもを追いかけて、遊びに変化を持たせる様子も示した。その際に

捕まることを怖がる子どももいることを想定し、捕まえずに、イメージを広げてクマと子ど

もとのやり取りを楽しめるような関りを示した。 

なお、子ども役の学生が様々な動きが楽しめるように、また安全に移動できるように、マ

ットとマットの距離を十分に保ったため、観察者は後方から見ることになった。 

 

３）5歳児を対象とした模擬保育 

 先に参加者全員で行った「進化じゃんけん」を子どもは既に経験している設定とし、この

遊びを基に、進化する動物とその動きを子どもと共に相談して決める「変身じゃんけんゲー

ム」の模擬保育を行った。ルールについては、子ども達と意見を出し合う中で起こりうる

様々な場面を設定し、子ども役に問いかけながら、遊びを進めた。目の前の子どもの気持ち

を大切にしながら、遊びを見守り進めていく事に配慮しながら実践した。 

また、10 月の 5 歳児であれば、園での生活に見通しを持って過ごしている子どもが多い

ことから、その点を活用しながら展開する際の工夫も示した。具体的には、保育室の環境構

成として「変身じゃんけんゲーム」の予定表を用意し、子どもに予め示しておく、という環

境構成の工夫である。それを見て、子ども達がどんな遊びをするのか楽しみにしたり、自分

たちで考えて準備をしたり出来ることを伝えた。集団遊びにおいても、子どもがその遊びに

主体的に関わることができるよう、様々な環境構成や保育者の配慮が必要となることを示

した。 

 

３．学生の声 

授業を受けて学んだことや感想等を、授業後に自由記述で記入してもらったミニレポー

トから抜粋したものを次に記す。 

・年齢によってこんなにも保育の仕方が変わってくるのだと感じました。実習に行った際も

年齢の差によって関わり方に大きく違いがある事は学びましたが、実際に指導案を立てる

となると指導上の留意点などはどの様に違いが出てくるのかが分からなかったのですが今

回学ぶことができました。 

・3歳児の「どんぐりきのこおいもゲーム」では、遊びが連続して発展されていて、子ども

たちは飽きずに遊べることができて良いと思った。 

・実際に 5歳児の保育実践に参加し、子どもが考えた動物を取り入れ、動きも子どもたちで

考えてそれを実際に行うということが良いと思いました。子ども自身が考えたことを行う

ことによってやる気がでたり、意欲的に取り組むことができると感じました。 

・臨機応変に対応するためには、さまざまな経験を多くしておくことが必要だと思います。
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子どもがどのような行動をするのか、事前に子どもたちの様子をよく観察しておくとある

程度想定することができると思うため、教育実習では、普段の子ども一人一人の様子を理解

できるよう心がけようと改めて感じました。 

・指導案を作るときや実際に接するときに、保育者の思い(願い、要望)で動いたり言葉掛け

をするのではなく、子ども達がどうしたいか、どうしたら楽しめるかというのを、とても考

えられているのが伝わってきて、子どもが主体になっているか確認するというのは、改めて

大切だと思いました。 

・実習に行っている間は自分の知っている簡単に進行できるものを責任実習や部分実習で

行ってしまいがちですが、季節に合っているのか、子どもたちの発達に合っているのか、子

どもたちが今興味があることはなにか、どんな活動をしているのか知り良く考えてから指

導案を立てることが重要だと分かりました。 

・今日の模擬保育みたいにすんなり決まることは実際にはなく、多数決にしても自分の意見

が通らなくて泣いてしまう子や、喚く子がいるかもしれないし、まず遊びをせずどこかへ行

ってしまう子もいるかもしれません。その時の声掛けなど工夫するところがもっと知りた

いと思いました。 

・5歳児の変身じゃんけんは楽しかったのですが、先に色分けをしたことで別のチームの人

となのか誰とでもいいのかとか、誰とじゃんけんをすればいいのかが分かりにくかったで

す。これは自分がこども側にたってみたから分かったことなので、とてもいい経験になりま

した。 

 

４．考察 

今回 2年生に対して行った保育実践・実技指導は、子どもの姿を考慮した保育指導案を立

案することができるように、子どもと対話をしながら、臨機応変に遊びを進めていくことが

求められる集団ゲームを多く取り入れた。学生は、様々な遊びを体験する中で、子どもの姿

をふまえた保育指導案について、そして子ども主体の活動について、改めて考える機会とな

ったと考える。 

実際に、授業後のミニレポートの内容からは、学生が学んだ内容について様々なことが明

らかとなった。ミニレポートの内容として最も多かったのは、2つの模擬保育の体験からの

比較による気付きであった。3歳児、5歳児とそれぞれの年齢の発達段階に即した保育内容

を比べることにより、保育の展開の工夫や保育者の配慮、環境構成や、ルールの伝え方等の

違いを感じやすく、具体的な気付きにつながったのではないかと考える。 

しかし、5歳児の模擬保育におけるゲームのルールがわかりにくかったというコメントも

あった。子どもの実態に沿った多くの遊びを紹介したため、授業内容が過多となったことが

要因として挙げられる。そのため、一つひとつの遊びや、保育指導案についての説明も、十

分ではなかったのではないかという懸念も残った。年齢の違う 2 つの模擬保育を行ったこ

との意義はあったと考えられるが、一つひとつの遊びや保育指導案の解説を丁寧に行うこ
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とも必要であった 

次に、ミニレポートの記述で多かったのは、保育者の臨機応変な対応や子ども主体の保育

の重要性ついてであった。模擬保育は、子どもが意欲的に遊びに取り組めるよう、円滑に遊

びを進めることよりも、子どもとのやり取りを通して遊びを進めていくことを重視して行

った。その中で、子ども役の学生からなかなか意見が出なかったり、ゲームのルールを決め

るのに時間がかかったりしながらも、子どもの姿や気持ちを大切にしようと奮闘する保育

者役の教員の姿を見て、印象に残ったのだろうと考える。子どもと遊びを進めていくには、

たくさんの配慮事項がある。特に、ルールのある遊びを行う際は、子どもがルールを理解し

取り組みやすいよう、円滑に遊びを進めることも大切な配慮である。ルールをわかりやすく

伝えるにも様々な技術が必要になる。しかし、子ども主体の保育を考えた時、ただ保育者か

らルールの説明を受けて、ルールの通りに遊ぶだけでは、子どもの主体性が育まれるとは限

らない。その中で、いかに子どもが主体的に遊びに関わることができるかを、常に考える必

要がある。3歳児と 5歳児という年齢の違う子どもを対象とした 2つの模擬保育を行ったの

は、発達段階をふまえた具体的な援助方法について体験的に学ぶだけではなく、それらを示

すことで、子どもの姿や発達段階を考慮した上で、子どもの主体性を育むための保育者の工

夫に気付き、考えてほしいというねらいもあった。前者については、上記のように年齢の違

いの理解につながったようであるが、後者については、子ども主体の保育の大切さに気付き

ながらも、自分なりに模索するまでは至らなかったように感じた。 

ただし、保育者の臨機応変な対応や子ども主体の保育の重要性ついては、１年生の保育実

践・実技指導でも伝えてきたことであった。しかし、その際のミニレポートには、それほど

多く記されていなかった。このことから鑑みると、2年生は、１年間の保育の学びと実習の

経験を経た上で、今回の実技指導を受けたからこそ、その重要性に気付くことができたでは

ないかと考える。子どもの姿を考慮した保育指導案を立案するために大切な、子ども主体と

いう視点を伝える効果は、ある程度あったと言えるだろう。 

ミニレポートには記されていなかったものの、改善点として観察者にどう主体性を持っ

てもらう工夫の検討を挙げておきたい。最初に行った 3歳児対象の模擬保育は、マットを使

用し部屋を大きく使うために、観察者は後方に下がって固まって観察することとなり、子ど

も役や保育者役から距離が離れてしまった。その為、ごく少人数ではあったが私語をし、模

擬保育を観察できていないのではないかと感じる場面があった。１年生の実技指導でも、数

名の子ども役と多くの観察者という同じ形態で模擬保育を行ったが、その時は観察者には

保育室の壁になってもらい、一人ひとりが座って仮の保育室を形成した上で観察してもら

っていたため、観察者も緊張感を持って模擬保育に参加できていたことも、今回で明らかに

なった。実習経験のない 1年生には、保育のイメージがしやすいよう実践に近い形で子ども

役となる人数を絞って模擬保育を行ったが、実習を経験した 2年生に対しては、現場に近い

形で遊びを紹介するより、自分で現場でのやり方を考えることができるよう、観察より体験

を重視する等の工夫も必要であったと感じた。次回保育実践指導を行う際には、実習を経験
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した 2年生に即した模擬保育の形態や状況作り、遊びの紹介方法等の再検討をしたい。 

子どもの実態に沿った遊びの紹介数や解説時間、模擬保育の形態についての課題はある

が、子どもの姿に即した保育指導案を立案するために最も大切な、子ども主体という視点を

体験的に学ぶことは達成できたと考える。 

 

５．まとめ 

学生はこれまで保育の様々な授業において、保育の基本原理である子どもの主体的な活

動を大切にするという視点を学んでいる。しかし、部分実習や責任実習を行う際は、子ども

の姿を考慮するよりも、形に添ってうまく進めることを意識してしまうのには、子どもの予

想外の反応に対応する事への不安もあるだろう。2週間という限られた実習期間中に、子ど

もと対話をしながら、子どもの反応によって、即興的に保育を進めることは保育経験の少な

い学生にとって、非常に困難であることは理解できる。だからこそ、子どもの姿を考慮した

保育の計画が必要となる。それは「保育の計画は、子どもを計画通りの動かすものでなけれ

ば、何かをさせるものではない」（大豆生田、他 2020）とあるように、保育指導案も同様

で、実習を行うための学生のための計画ではなく、子どものための、子どもの姿をふまえた

計画を立てる必要がある。「計画通りにうまく進めることができるか」と考えるのではなく、

目の前にいる「子ども」の今の育ち、興味関心を知り、主体的に遊びに取り組める内容にな

るか等、具体的な子どもの姿を見て考えることで、自ずと子どもの姿を考慮した保育指導案

を立案できるようになるだろう。そして、子どもの姿を大切にしようと意識することで、子

どもとの応答性も育まれていくであろう。 

2018 年に幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領が

改訂され、環境を通した教育が重要視されて久しい。幼稚園教育要領解説には、環境を通し

た教育の展開の方法として「教師主導の一方的な保育の展開ではなく、一人ひとりの幼児が

教師の援助の下で主体性を発揮して活動を展開していくような幼児の立場に立った保育の

展開」と記されている。保育実践・実技指導で模擬保育を行うことは、学生にとって座学だ

けでは得られない具体的な保育者の援助や、保育内容に関する気付きを体験的に学ぶこと

ができる貴重な時間であるといえよう。だからこそ、部分実習や責任実習においても、学生

が子どもの姿を考慮し、子ども主体の保育の実践に挑戦してみたいと思える保育実践・実技

指導が行えるように検討を続けたい。 
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「幼児と環境」の授業概要 

－自然が乳幼児に及ぼす影響を理解するために－ 

                          福田 豊子 

 

１． はじめに 

子どもの育ちを取り巻く環境の悪化が指摘されるようになって久しい。学校教育におい

ては、四半世紀前「生きる力」というキーワードが登場した。現代社会に生まれた日本の子

どもに「生きる力」が備わっていないというのである。不登校やいじめなど学校現場の諸問

題をはじめ、ひきこもりの長期化など社会全体を覆う暗雲の気配を誰しも感じるようにな

っている。日本は子どもの自殺が多い社会でもある。 

 「子ども」とは 18歳未満という定義がある。「こども教育学科」という場合の「こども」

は学齢前の乳幼児を指している。保育者養成のための必修科目の一つ「幼児と環境」では、

乳幼児の発達に環境が及ぼす影響についての基本的事項を学ぶ。本稿においては子どもの

発達に環境が及ぼす影響を概観し、学生に紹介した実践について簡単な説明を加えたい。 

 

２．自然は子ども（18 歳未満）の発達にどのような影響を及ぼすか 

（１）自然体験と自己肯定感の関係 

国立青少年教育振興機構が平成 26年度に実施した「青少年の体験活動に関する実体調査」

によると、自然体験が豊富な子どもほど自己肯定感が高いことが明らかになっている。 

自然体験として次の 9項目が挙げられている。「海や川でおよいだこと」「夜空いっぱいに

輝く星をゆっくりみたこと」「野鳥を見たり、鳴く声をきいたりしたこと」「チョウやトンボ、

バッタなどの昆虫をつかまえたこと」「海や川で貝をとったり、魚を釣ったりしたこと」「太

陽が昇るところや沈むところを見たこと」「大きな木に登ったこと」「キャンプをしたこと」

「ロープウェイやリフトを使わずに高い山に登ったこと」である。 

（２）生活体験と自己肯定感の関係 

同じ調査によると、生活体験と自己肯定感の関係についても同様の結果が出ている。つま

り、生活体験が豊富な子どもほど自己肯定感が高いのである。 

生活体験として次の 6項目が挙げられている。「タオルやぞうきんをしぼったこと」「ナイ

フや包丁で、果物の皮をむいたり、野菜を切ったりしたこと」「道路や講演などに捨てられ

ているゴミを拾ったりしたこと」「弱い者いじめやケンカをやめさせたり、注意したりした

こと」「赤ちゃんのおむつをかえたり、ミルクをあげたりしたこと」である。 

 これらの結果が示しているのは、自然体験や生活体験が子どもの発達に重要な役割を果

たしているということである。自然の中での遊びによって「この世界に生きる力が育つ」と

言われている。「小脳の発達を促すのは生活体験と外遊びである」という言葉もある。 
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３．「幼児と環境」の授業で紹介した主な実践 

（１）「森のようちえん」 

世界で最初に幼稚園をつくったフレーベルの保育理念は自然教育であり、子ども一人一

人に庭を与え、人間教育を自然にゆだね豊かな感性を育もうとした。倉橋惣三も 100年前、

幼児には開放的な自然環境が必要であると考え「森の幼稚園」を構想した。 

現在の日本においては「自然体験活動を基軸にした子育て・保育、乳幼児教育の総称」と

して「森のようちえん」の実践がある。そこは「子どもが本来もっている育つ力を育てる、

自然豊かな保育の場」であるとされている。「森のようちえん」の実践は、滋賀県の瀬田や

鳥取県の智頭町など全国各地に広がっている。 

「森のようちえん」では非認知能力が育まれるといわれている。具体的には「自発性・主

体性」「意欲」「集中力」「忍耐力」「自信・自己肯定感」「好奇心」「思いやり」「感性」「リー

ダーシップ」などであり、文部科学省の提唱する「生きる力」の中核であると位置付けるこ

とができる。 

（２）「どんぐりマーケット」 

 神戸市にある六甲道児童館では、どんぐりや木の実をお金の代わりにしたお買い物ごっ

こ「どんぐりマーケット」を 2009年から毎年秋に開催している。考案者である児童館の館

長は、以前保育士をしている時に『ふゆじたくのおみせ』という絵本を読み聞かせた園児が、

どんぐりをたくさん持ってきたことから「どんぐりマーケット」を思いついたという。 

 図 1は、まるでエビフライのようだが、実はこれは松ぼっくりをリスが食べたあとである

という。「どんぐりマーケット」ではどんぐり１つが「１円」ではなく「１ぐり」として使

われる。森のエビフライは１つ「100ぐり」の希少価値のあるものとして扱われている。 

 

       図１ 森のエビフライ    

 

 図２の左上の方に「森のエビフライ   」が３つある。左下の大きな松ぼっくりは「ダイ
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オウショウ（大王松）」といわれる。１つが「100ぐり」の希少価値をもっている。右上の２

つは「ドイツトウヒ」「ストローブマツ」の松ぼっくりであり、それぞれ「50ぐり」である。

その隣の 2つの黒い悪魔の種のようなものは、「ヒシ」という水草の実である。忍者が使っ

た「マキビシ」の形はこれをまねしたものだという。下の 2 つのバラの花のようなものは

「ヒマラヤスギ」の実で、英語だと「シダーローズ（cedar rose）」と呼ばれている。 

                            

図２ どんぐり・木の実たち 

           

４．おわりに－今後の課題として－ 

 「幼児と環境」の授業の中では、自然体験が子どもの発達にとって重要であるという実証

的なデータをふまえて、保育や教育の現場で自然体験を提供している二つの実践を紹介し

た。学生自身が自らの幼少期を思い出すことによって、子ども時代に自然体験を重ねること

の必要性を実感してもらうことを心がけた。特に昨今のさまざまな事情から、子ども時代の

自然体験が減少していることはもとより、学生自身も普段、自然体験をする機会をもつこと

は少ないので、是非そのような機会に目を向けてほしいと願っている。 

 「どんぐりマーケット」の実践については、幼少期に同じようなことをした経験をもつ学

生が数名いたので、保育や幼児教育の場で実施できる方法などについて具体的に工夫して

みることを一つの課題として位置づけることができる。また、毎年秋に開催されている六甲

道児童館の「どんぐりマーケット」を見学したり参加したりすることも可能である。希望す

る学生と一緒に見学・参加してみることも検討していきたい。 
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「保育内容領域『環境』の指導法」における製作活動 

－落ち葉アート    とクリスマスカードの例を中心に－ 

 

                          福田 豊子 

 

１． はじめに 

保育や幼児教育においては、保育内容として「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」

という五つの領域がある。龍谷大学短期大学部こども教育学科の 2022年度の一年生は、前

期に「幼児と環境」という授業を受講し、乳幼児の発達に環境が及ぼす影響についての基本

的事項を学ぶ。続く後期には、「保育内容『環境』の指導法」という授業を受講することに

なっている。 

この二つの授業が、保育内容『環境』に関する授業である。前期の「幼児と環境」が理論

的な話を中心としているのに対して、後期の「保育内容『環境』の指導法」では、指導案の

作成に向けていくつかの実践的な活動がとりいれられている。 

本稿においては、後期の「保育内容『環境』の指導法」という授業で実施した学生の製作

活動について紹介し、その効果と今後の課題について検討してみたい。 

 

２．実施した製作活動 

 この授業の中で製作したものは、六角返し、折り紙の折り方図、落ち葉アート    、クリ

スマスカードの四つである。これらは四回の授業（2022年 11月 1日、8日、22 日、29日）

の中で、多目的室と講義室に分かれて製作した。自由課題として、授業時間外に製作したも

のは、卵の形をしたしおり、デビルドエッグ（ゆで卵のオードブル）、イースターエッグ（卵

の殻に飾り付けをしたもの）、たまご赤ちゃん（生卵に赤ちゃんの顔を描いたもの）などで

ある。今回は授業の中で実施した四つの製作活動について、詳細を記していく。 

 

（１） 六角返しの製作 

 保育内容領域環境の「内容」の一つに「日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ」と

いうものがある。六角返しとは、真ん中から折り返すと絵が変わる六角形をした紙細工であ

るが、六角形という図形になじむことができる。江戸時代からあったおもちゃで、手品絵本

ともいわれるが、1枚の長方形から簡単に作ることが可能である。 

次の図１のように、①長い紙で正三角形を 10個用意する。②10個をびょうぶのように折

る。③重ねて、一番上と一番下をのりではり合わせる。④広げると、六角形になる。 

六角返しの場合、絵を描くこと以前に、白紙の六角返しができあがった時の不思議さが重

要であるといえるが、白紙の六角返しを作った後、三つの六角形に好きな絵柄を描くという

作業を行った。次の図２、図３のような作品が仕上がった。 
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   図１ 六角返しの作り方 

 

                               

図２ 六角返しの作品例（１.ペンギン    の誕生）   図３ 六角返しの作品例 

           （２.マクドナルドといえば）        （ロケット       ）   

 

（２） 折り紙の折り方図の製作 

 折り紙そのものが正方形という図形であることから、この製作活動も六角返しの製作と

同様に、保育内容領域環境の「内容」の「日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ」と

関連がある。折り紙をどのように折ればできあがるかを、順序だてて説明するための、折り

方図を製作した。対象を子どもとしたが、大人向きの素晴らしい作品も仕上がった。 
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  図４ 折り紙の折り方図の作品例（ひよこ） 

 

  図５ 折り紙の折り方図の作品例（椿の花） 
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（３） 落ち葉アート    の製作 

保育内容領域環境の「内容」の一つに「季節により自然や生活に変化があることに気付く」

がある。春にはツツジの花が咲いていたキャンパスに、落ち葉が散る秋となり、木々の葉も

春とは異なる彩りで賑うが、いずれその葉も散り落ち葉となる。キャンパスの石畳を飾るそ

の落ち葉を使ったアートを製作した。授業前に落ち葉を拾うよう指示しておき、落ち葉を何

かに見立て色画用紙に貼り付け、絵を描き加えるなどする活動である。 

 

 

 

 

 

 

 図６ 落ち葉アートの作品例 

 



54 

 

（４） クリスマスカードの製作 

 落ち葉アートと同様クリスマスカードの製作も、保育内容領域環境の「内容」の一つに「季

節により自然や生活に変化があることに気付く」と関連がある。また「日常生活の中で、我

が国や地域社会におけるさまざまな文化や伝統に親しむ」という内容とも関連する。クリス

マスという行事は季節による生活の変化とも関係があり、さまざまな文化や伝統行事とも

関連する。 

 薄緑色の色画用紙を台紙として、クリスマスカードの製作を試みた。学生の自由な発想で

様々な意匠を凝らしたクリスマスカードが完成した。12 月の年末の授業では、これらのカ

ードを封筒に入れ番号をつけて、くじ引きをすることで交換することにした。子どもの頃の

クリスマス気分を学生も味わうことができるか、という試みでもある。 

 

       

図７ クリスマスカードの作品例 
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  図８ クリスマスカードの作品例 
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３．製作活動の効果 

（１）落ち葉アートの製作活動に関する学生の感想から 

今回授業の中で実施したこれらの製作活動は、学生の心に何をもたらしただろうか、どの

ような効果があったのだろうか。たとえば、落ち葉のアートについては、作品を製作するた

めに落ち葉を拾い集めなければならない。ちょうどキャンパス内の木々が葉を散らす時期

であったため、学生は休み時間などを利用して落ち葉を集めていた。学生たちの感想から、

製作そのものも楽しかったが落ち葉を集める過程も楽しんでいた様子がうかがえた。 

 保育内容領域環境の「内容」には「自然に触れて生活し、その大きさ、美しさ、不思議さ

などに気付く」や「自然などの身近な事象に関心をもち、取り入れて遊ぶ」がある。あるい

は、落ち葉という教材は「身近な動植物に親しみをもって接し、生命の尊さに気付き、いた

わったり、大切にしたりする」とも関連があるだろう。 

これらの落ち葉のアートと関連する保育内容領域環境の「内容」は、作家であるレイチェ

ル・カーソンが提唱した概念「センス・オブ・ワンダー（自然や生命の美しさや神秘に驚く

感性）」とも密接に関連している。落ち葉のアートの製作活動により、自らの「センス・オ

ブ・ワンダー」が刺激されたという学生の感想も見られたことから、今回の実践が学生に意

欲や関心をもたらしたという効果も確認できた。 

 

（２）クリスマスカードの製作活動に関する学生の感想から 

 また、クリスマスカードの製作過程においては、完成したクリスマスカードを自分のもの

にするのではなく、クラスの誰かにプレゼントすることになると前もって伝えておいた。 

ある学生のレポートの中には、クリスマスカードの製作に関する感想が次のように述べ

られていた。 

「今回、今まで環境の指導法の授業で、製作してきた中で一番長い時間をかけて製作をし

た。その理由は、クラスの子にあげるからだ。やっぱり、あげる、となると、その子に喜ん

でもらいたくて、その子が少しでも笑顔になって欲しい。だから、ついつい気持ちが熱くな

ってしまって長い時間製作に取り組んでしまった。結果、雑で微妙な仕上がりになってしま

ったが、忙しくて疲れてる毎日だと思うので少しでもこれを見て心をリラックスしてほし

いなと思った。また、大事なクリスマスを幸せに笑顔にして欲しいと思った。こうやって行

事を楽しくできる機会は、子どもにとっても、大人にとっても絶対いい思い出になってコミ

ュニケーションも広がると改めて思いました」 

 この学生のレポートからは、学生がクリスマスカードにこめた愛が実感できる。クリスマ

スカードを製作する中で、この学生はクラスの友だちが少しでも笑顔になるようにという

熱い思いが沸き上がったと記している。そのような心のこもった素晴らしい作品が、長い時

間をかけてできあがった。それが次に示した図９のクリスマスカードである。これを受けっ

とった学生の驚きと喜びはいかばかりであったろうか。 
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 図９ クリスマスカードの作品例（受け取る友だちへ心を込めたプレゼント    ） 

 

４．おわりに－今後の課題として－ 

 今回、授業の中で製作活動を実施したが、学生の創りあげた作品の質の高さに圧倒された

というのが本音である。それは学生のもつ資質・能力が、われわれ教員の予想をはるかに超

えているということでもある。その資質・能力の一つが、自分のもつ感性を表現する力では

ないだろうか。 

 保育内容領域環境の「ねらい」と「内容」には「センス・オブ・ワンダー」と密接な関係

をもつものが多くある。「センス・オブ・ワンダー」とは先にも述べたように「自然や生命

の美しさや神秘に驚く感性」を示す。「保育内容『環境』の指導法」の授業においては、落

ち葉のように身近な自然環境の中から教材を探し、製作活動に利用することが、非常に効果

的であると考えられる。それが、学生自身の「センス・オブ・ワンダー」を磨き、ひいては

子どもの「センス・オブ・ワンダー」を育むことに繋がるのであろう。 

 今回は、試行的に多様な製作を実施したが、それぞれの製作において準備不足であったり、

過度な負担を学生に課したり、不備がいくつかあった。今後はそれらの一つ一つを吟味し、

よりスムーズに授業をすすめていけるよう心がける必要がある。 

 

（＊学生の作品やレポートの掲載については、授業内で言及し学生に承認を得ている） 

（＊「保育内容領域環境の指導法」の 15回の授業のうち 4回の授業で多目的室を使用して

製作活動を実施することとなった。大西圭子さんに準備をお手伝いしていただき、非常にあ

りがたかった。この場を借りてお礼を申し上げておきたい） 
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実習サポート講座「名札づくり講習会」実施報告 

実習指導室 辻 友里・松原 亜朋衣 こども教育多目的室 大西 圭子 

（報告者：生駒 幸子） 

 

１．実習サポート講座「名札づくり講習会」概要 

 本学こども教育学科の１年生は、希望する資格・免許に応じて１年次の春休みに教育実

習（春期）、保育実習Ⅰ（保育所）の二種の実習を経験する。これらの実習において学生

は１年間の座学での学修成果を発揮するとともに、保育現場でしか学ぶことのできない保

育の実際と乳幼児とのかかわり、職員・教諭の職務について体験的に学ぶ機会となる。 

 実習に向けて学習意欲を高める準備のひとつとして「名札づくり」を位置づけ、毎年

度、実習指導室及び多目的室が中心となり実習サポート講座「名札づくり講習会」を実施

している。2020年度は新型コロナウイルス感染拡大の状況に鑑みオンライン講座（動画を

設置するオンデマンド型）として実施、2021年度はオンライン講座に加えて少人数の対面

講習会を組み合わせたハイブリッド型により実施した。2022年度においては新型コロナウ

イルスの取り扱いが変わってきたため、希望者全員に対面講習会として実施した。 

 

講座名 実習サポート講座「名札づくり講習会」 

実施日 

①2022 年 11月 30日(水)2講時から昼休み 

②2022 年 12月 5日(月)3・4講時 

③2022 年 12月 13日(火)2講時から昼休み 

方法・場所 対面講習会 22号館 107教室 

対象 短期大学部こども教育学科 1年生 

参加人数 

①31名 

②23名 

③32名 

3日間合計の参加人数：86名 

 

２．「名札づくり講習会」運営 

 2020年度、2021年度はオンライン実施での「名札づくり講習会」を実施したが、今年

度は新型コロナウイルスの取り扱いが徐々に変容し、また感染状況が比較的落ち着いてい

たため、対面講習会として実施した。後期の授業が開始されてから辻・松原（実習指導

室）、大西（こども教育多目的室）で打ち合わせを行い、手作り名札の材料（台紙フェル

ト、糸、名前の文字台紙など）の準備を整えた。学生には水曜日 1講時の授業と manaba c

ourseコースニュース等で大西がアナウンスを行い、講習会への参加を募った。 

 manaba courseのコースニュースで告知し Google フォームで申し込みできるようにし
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た。対面教習会では以下の材料の準備を行い、これら以外で使用したい材料があれば各自

持参するよう伝えた。 

裁縫道具、ハサミ、ボンド、フェルト ・ カッターマット ・ デザインカッター ・ 

トレーシングペーパー・刺繍糸 ・ マジックテープ ・ 安全ピン 

羊毛フェルト作成セット（羊毛・マット・ニードル針など） 

 

３．「名札づくり講習会」を振り返って―多目的室活用アンケート結果より― 

アンケート実施：2023年 3月 22日(水) 69回答 

 

■多目的室職員によるサポートについて（実習準備、手作り名札づくり） 

非常に満足：69.6％（48） 

満足：24.4％（17） 

普通：5.8％（4） 

 

■実習前の手作り名札づくりの感想があれば書いてください。（44回答） 

とても楽しく取り組めました。ありがとうございました。 

みんなと楽しく作れるのが個人的に良かったです。 

例とかもありすごく助かりました！ 

子どもたちも保育者もとても良いと言ってくれました。 

材料が豊富でとても良かったです。名札が少し壊れてしまったので、直しにいけるのか知り

たいです。 

実習で使えたし、1人では作る時間を確保できないと思うからそのような機会があってよか

った。 

手作り名札を実習の際にこども達に褒めてもらう事ができて作って良かったと思っていま

す。 

作り方のご指導も手厚く分かりやすかったです。可愛い名札を作ることが出来、実際にエプ

ロンにつけ子どもたちにも好評でした。 

材料が豊富に用意してあり、作りたい作品を作ることができとても満足しています。実習先

での子どもたちとの会話のきっかけになり、参加して良かったです。 
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実習でとても役に立った。 

すごく実習に役立ちました。説明も分かりやすくて助かりました。 

見本があったり、フェルトや糸も沢山の色があったので作りやすかったです。 

可愛くできてよかったです！子供たちも喜んでくれました！！ 

みんなといろんな案を出し合いながら作るのが楽しかった。 

材料も多く準備してくださりサンプルも置いてあったのですごく作りやすかったです。 

作って正解だと思いました。名札のことで話題になったり、ライオンの名札をつけた先生な

どと、名前を覚えてくれるきっかけになると思いました。 

教えてくださる先生方が優しく、色々なアドバイスもしてくださったおかげで私なりの名

札を作ることができました。 

名札の作り方を詳しく知ることができてよかったです。更に手作りの名札が子ども達から

とても人気だったので作って良かったと思いました。 

材料や案がたくさんあってわかりやすかったです。 

名札の見本が多くあり、作る際の参考になった。 

名札を作り機会を作ってもらわないと自分で時間を割いて作ることはなかったのでとても

助かりました。 

丁寧に説明してくださったり、いろんな材料が置いてあったので取り組みやすかったです。 

沢山の材料が準備されていたり、分からないことがあった時には優しく教えていただいて

満足のいく名札を作ることができました。 

先生方のサポートでスムーズに進めることができた。 

見本をたくさん用意してくださっていて、製作する際にとても参考になりました。また、名

前の字の大きさやフェルトの色等相談にのってくださりとてもいいものを作ることができ

ました。 

どのようなものを作ろうか悩んでいたので見本を見ながら制作するものを決定することが

できた。 

材料は沢山ある中から好きなものを選べ、説明もとても丁寧で良かったです。また、見本が

沢山あったのも良かったです。 

分かりやすく教えていただいて上手に作ることができた。 

様々な生地のフェルトがあり、使いやすかったです。 

アドバイスをくださったりして、いいものが作れました。ありがとうございました。 

様々なフェルトを用意してくださって用途に合わせて名札を作ることができたことがよか

ったです。 

見本もあり、布の種類もたくさん準備されていて、思い通りの名札が作れた。 

実習で子どもがよく名札に興味を持ってくれて、関わるきっかけになった。 

フェルトもたくさん用意してくださって、見本もありサポートもしていただきとてもよか

ったです。 
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時間をかけて手作り名札を作って子どもたちに可愛いや上手いと沢山言ってもらえて喜ん

でくれて嬉しかったし作って良かったという思いでいっぱいです。 

作り方など何も知らなかったので材料も揃っていて優しく教えてくださったおかげで可愛

い名札が出来ました。ありがとうございます。 

とても分かりやすく教えて頂けて不器用な人でも作りやすかったと思います。 

お手本をたくさん用意してくださっていたので完成のイメージが湧きやすかったです。 

どういう材料を揃えればいいのかがわかったので助かりました。 

必要な材料が分かりやすく、どうやったら名前が見やすくなるか等工夫点を教えていただ

けたので安心して実習に望むことが出来ました。 

見本もたくさんあり、材料も柔らかいフェルトから硬いフェルト、色もたくさんの色があっ

て作るのが楽しかった。 

とても苦手なことだったので自分だけではなかなかやれなかったと思います。なので、機会

を作ってくださって感謝しています。そして丁寧に教えてくださってありがとうございま

した！ 

優しく教えていただけてよかった。 

見本が置いてあるのにプラスして、フェルトなどの材料も揃っていて、わざわざ個人的に買

わなくてもできたところがとても良かったです。 

 

４．「名札づくり講習会」の様子 

 仲間と一緒に、楽しみながら名札づくりに取り組んでいる学生たちの様子が見られた。実

習への期待と不安を共有したり、課題や授業のことを相談しながら、学びの仲間との関係性

を育んでいる姿に、学びには仲間との出会いと共感は不可欠なものであると気付かされた。

名札作りのアイデアを仲間からもらったり、うまくいかない時に助けてもらったり、共にそ

の時を過ごすことも大切である。長く続いたコロナ禍を経て、今年度は対面講習会を実施で

きて心からよかったと感じられたひとときであった。 
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５．正課学修を支える正課外学修としての「名札作り講習会」 

本学では、実習事前事後指導授業を教員が担当し、その授業をふまえて実習指導室職員が

実習指導関連実務を担当し、こども教育多目的室職員は保育の環境構成の方法、乳幼児の発

達にふさわしい生活や遊びについての自学自習を支援している。これら教員と実習指導室

に寄る正課の実習指導と、多目的室職員による正課外の実習支援とが有機的に作用し、効果

的な学修支援が成り立っていると考えられる。「名札作り講習会」は学生の正課と正課外の

学修をつなぐ有意義な取り組みとなっている。 

学生の感想からは、実習サポート講座が従来の実習指導の枠組みを超えて、より学生の状

況や学習ニーズを直接的に捉えることのできる機会になっていることが読み取られる。実

習を控えた学生の期待と不安の入り混じった心情を事務職員と教育職員が協働してキャッ

チし、よりきめ細やかな実習指導を行う手がかりを得ることもできている。充実した実習事

前事後指導は、教育職員はもとより、実習指導室・こども教育多目的室の職員の丁寧な学生

理解と学修支援なしには成立しない。この実習サポート講座は、本学における事務職員・教

育教員が協働し作り上げている充実した実習指導体制を象徴するものである。 

報告者は教育実習（春期）・保育実習Ⅰ（保育所）の実習巡回において、毎年多くの実習

生の保育現場での実習を垣間見ているが、学生の感想に多く挙がっている通り、「名札が

子どもたちと仲良くなるきっかけになった」「名札のデザインをきっかけに、子どもたち
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との会話が弾んだ」という声を数人から聞くことができた。「名札づくり講習会」が有意

義な実習サポートとなっていることは明らかである。今年度の取り組みを振り返り、改善

点を検討したうえで次年度のより充実した取り組みへとつなげていきたい。  
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こどもたちと作る壁面飾り 

―こども教育多目的室における取り組みー 

                                                     

大西圭子 

 

はじめに 

保育を行う上で大事な環境構成の一つに壁面飾りがある。部屋の雰囲気が明るくなるだ

けではなく、季節に合ったテーマで壁面飾りを作ることで、こどもたちに季節を感じてもら

える。また、こどもたちが作った作品を壁面飾りに加えることで、こどもたちは常時それを

楽しむことができるし、親しみのある保育室となる。 

そこで、2022 年度にこども教育多目的室で取り組んだこどもと共に作る壁面飾りの実践

を紹介する。これらは、学生が実際に自分で作ったり遊んだりすることを通して、その活動

の楽しさ、難しさ、配慮点などを自分自身で感じて欲しいと思い企画した。加えて 2019～

2021年度に実践したこどもの造形遊びを用いた壁面飾りの実践例を紹介する。 

 

１．2022年度の取り組み 

（１）5月  日時 ２０２２年５月２７日（金）２講時 

内容 転がしドッジボール 

転がってくるボールをすばやく避けたり跳んだりよく狙ってボールを転がすというシン

プルな遊びで、ルール次第では幅広い年齢で遊べる転がしドッジボール。実習にも取り入れ

やすく、あまりよく知らない人とでも盛り上がれる遊びと思い、企画した。manaba のアン

ケートを利用して申込制という形にしたが申し込み者がおらず、当日多目的室にいた学生

を誘っての活動となった。「楽しかった」「意外に汗をかいた」「当たらなかったら大人でも

うれしい」等の声が上がった。 

 

（２）６月  日時 ２０２２年６月１６日（木）１７日（金）２０日（月）開室時間 

内容 浸し染め 

申込制ではなく、多目的室の開室時間内

ならいつでもできるように環境設定をし

た。 

最初は三角に折り、角を色水につけるとい

うやり方を伝えたが、好きなように折って

もいいことを伝えるといろいろ試す姿が

あった。「同じ色でも折り方が違うと雰囲

気が違う」「折りすぎると開くのが大変」

「この折り方が簡単できれい！」等の声が
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あがり、「何歳ぐらいからできますか？」「この紙は何ですか？」と質問も上がった。染紙を

切り紙にし、花火にアレンジして壁面飾りにした。 

 

（３）７月  日時 ２０２２年７月７日（木）８日（金）開室時間 

    内容 スライム、片栗粉遊び 

 不思議な感覚を楽しめる感触遊び。冷たくてプルプルのスライム特有の不思議な感触を

感じてほしくてスライム作りを企画した。また、身近な片栗粉も遊びに使うとおもしろいこ

とを知ってほしくて片栗粉遊びも一緒に行えるように環境設定をした。「片栗粉と水だけで

遊べるのですね」「固まってきた！」「ぬるぬるする～」「その色きれいやな」「色混ぜてみよ

うか？」等の声があがり、盛り上がっていた。予定していたより参加者が多く、今回できな

かった学生を対象に１０月にも開催した。 

 

（４）９月  日時 ９月下旬 

    内容 デカルコマニー 

９月は実習前で学生が準備で忙しいので

イベントは開催していないが、私が作って

いるのを見た数名が声をかけてきて、「（偶

然にできた模様を見て）ミッキーおる！」

「３歳児でもできますか？」「実習でやろう

かな？」「水ってどれぐらい入れています

か？」「４歳でこの形って切れますか？」と 

尋ねてきたので、急遽一緒にやってみるこ

とにした。  

 

（５）１０月 日時 ２０２２年１０月２０日（木）～２８（金）開室時間 

    内容 スクラッチ 

芸術の秋ということで描くという活動を取り入れたかったので、絵を描くことがあまり

好きではない子にも楽しんでもらいやすいスクラッチを企画した。簡単なコツを伝えると

黙々と色を塗っていき、「思っていたより大変」「結構手が汚れる」「できるとうれしい」「こ

この色が同じだから下絵をこうすればよかったのか…」「線を引くだけでも色が違うからき

れい」等いろいろな声が上がってきた。出来上がった作品が映えるように濃い画用紙に貼っ

てから壁面飾りにした。 
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（６）１１月 日時 ２０２２年１１月２４日（木）２５日（金）２８日（月）開室時間 

    内容 格子編み 

モンテッソーリのお仕事の１つの格子編

み。編むと言っても細い紙を切れ込みの上

と下に行き来させるだけで簡単にできる。

実習報告会でモンテッソーリ教育を取り入

れた園の悪い面ばかりクローズアップされ

ていたので、取り入れ方次第では楽しいも

のにもなるということを知ってほしくて企

画した。色合いにこだわる子が多く、台紙は

同じ赤色なのに出来上がったブーツには個

性がでていた。話をしながらスイスイ編ん

でいく子もいれば黙々と編む子もいて学生

の性格も出ていた。「最後が難しい」「これは

５歳児しかできないよね」という声があが

り、出来上がったものを家で飾りたいと 

いう学生もいた。 

 

 

 

 

 

２．2019年から 2021年における壁面飾り取り組み 

（１）デカルコマニー 

デカルコマニーは、画用紙に絵の具を置き、紙を半分に折って開くと、左右対称のおもし

ろい模様が現れるというものである。指先がまだ発達していない幼児も、絵を描くのがあま

り好きではない子も偶然にできる模様を楽しむことができる。それを経験してほしくて企

画した。写真１では、こう絵の具をのせたらこうなるな・・・と考える学生もいて、ねらい

とは異なったが真剣に取り組む姿が見られた。写真２では、「水はどれぐらい入れるのです

か？」「そのままですか？」という質問があったので、絵の具をそのままのせた時と少し水

を入れて濃い目にといた時の違いが比較できるように両方に取り組んだ。 
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写真１ 

 

写真２ 

 

（２）スタンプ 

 メラミンスポンジを使用。これは、きめ細

かいのでスタンプに押した時の絵の具がき

れいにつく。ペットボトルや R-1 などの容

器につけると、絵の具が手について汚れる

のが苦手な子どもでも取り組みやすい。 

 

 

（３）水性フェルトペンのにじみ絵 

 水によって描いた模様が広がるので幻想

的である。何回か折り重ねた状態で点を打

っていくと、想像とは違う形になったり色

と色が重なり合って違う色になったりと予

想できないおもしろさがある。ただ、広げる

時に破れやすいので、吹きかける水の量や

広げ方に注意が必要である。  

 

（４）はじき絵 

 クレヨンで絵をしっかりと描く。絵の具

を薄めにといておくとはじきやすい。白の

クレヨンやロウソクで絵を描き絵の具を塗

ると急に絵が現れてきたように見えておも

しろい。 
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（５）ビー玉ころがし 

 箱の中に絵の具をつけたビー玉を入れ、

転がして遊ぶ。転がった軌跡に絵の具がつ

いて線の模様ができる、ビー玉以外にもど

んぐりやゴルフボールで転がしても模様や

転がり方の違いがあり、おもしろい。絵の具

は混ざってもにごらない色を用意しておく

とよい。  

 

（６）パスのカーボン紙絵 

 ＜手順＞ 

① 1枚目の紙にクレパスでしっかり色をぬる。 

② クレパスでぬった面の上にコピー用紙を置き、鉛筆か割りばしペンで絵を描く。 

③ コピー用紙をめくるとパスの色が写っている。 

 

クレパスをぬる面は小さめにすること、濃

い目の色でしっかりぬること、絵が反転す

るので字はさけること等に気をつける。絵

がずれないようにマスキングテープでとめ

ると描きやすい。 

 

 

 

 

 

（７）紐通し 

 毛糸の先はセロハンテープで巻いておく

と通しやすい。月齢によって、パンチで開け

る穴の間隔を調整するとよい。 
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３．おわりに 

造形遊びでは、保育雑誌に紹介されていても、実際にやってみて初めてその楽しさ、難し

さ、工夫点、準備について理解できる。その意味でささやかではあるが、多目的室で気の合

った仲間と自由に参加して楽しむ造形活動の試みは、実技を学ぶ一つの機会提供になった

と思う。 

学生は、実際の活動を通して、自分の作ったものを喜んだり友達と共感したりすることで、

楽しいというだけではなく、どこが難しいか、何歳児ならできるかと考えたり、どのように

準備したらよいか環境設定の工夫を感じとれたりしたのでなはいかと思う。 

manabaで全体にイベントの告知をするが、利用する学生はだいたい決まっている。授業

ではないので、学生の「やってみたい」「やってみようかな」いう気持ちをいかに刺激す

る製作や遊びを企画できるかに、イベントが成功するかがかかっていると考える。一つで

もこどもと遊ぶ技術・方法を体験して、保育現場で実際に楽しんでくれたらと思う。 
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「こども教育学科多目的室」の設立と活動のプロセスを振り返る 

―学生の学びと生活を支える居場所として― 

田岡 由美子 

 

１．はじめに 

2019年度～2022年度に「こども教育学科多目的室」に勤務してくださった大西圭子さ

んが、今年度の教育年報にこの部屋での保育活動と学生の学びについて執筆してくださっ

た。それを受けて筆者は、「こども教育学科多目的室」設立当初から関わった者として、

わずか 10数年ではあるが、「こども教育学科多目的室」の設立の経緯やそこでの活動につ

いて記しておこうと思う。 

「こども教育学科多目的室」は龍谷大学深草学舎 21号館 3階の東端にある。ここには

国内外の玩具、絵本、紙芝居、人形、パネルシアターなどの教具、画用紙や折り紙の教材

など児童文化教材が揃えられ、龍谷大学短期大学部こども教育学科の学生が自由に出入り

し、子どもの生活や文化に触れて様々な遊びを体験できる。それは、従来の保育士資格の

みの取得が可能であった社会福祉学科保育士養成コースから、2011年に保育士資格と幼稚

園二種免許状が取得できる龍谷大学短期大学部こども教育学科が誕生したこときっかけに

設けられたお部屋である。 

 

２．設立の経緯 

筆者は、2011年度の学科の立ち上げにあたってどのような施設や設備が必要なのかを調

査するため、東京の青山学院女子短期大学（2018年度募集停止）と西宮の聖和短期大学に

出張して、それぞれに学内を案内していただき、実習についてのノウハウを伺ったり、学

内の施設見学をさせていただいた。青山学院女子短期大学には、ちょうどフレーベルをめ

ぐるドイツへの旅でご一緒した志賀智江先生が働いておられ、筆者の見学依頼をすんなり

と受け入れてくださった。聖和短期大学では懇意にしていた千葉武夫学長先生に見学許可

をいただき、中根先生と二人で伺った。見学の最中に、中根先生が聖和短期大学の「子ど

もセンタ―おもちゃと絵本の部屋」でボールプールに入り込んで子どものように寝転んだ

り、大きなワニの人形の口にわざわざ自分の体を挟み込んで、「噛まれた！」とはしゃい

でいた姿を思い出す。 

見学後に訪れた甲東園にある居酒屋のお料理やお酒が実に美味しかった。人気店だった

らしく次々とお客が出入りするなか、二人でこれから立ち上がるこども教育学科や研究に

ついて語り合ったことも思い出される。いずれの大学も、絵本やおもちゃ、保育教材が置

かれてる部屋が設けられていたことから、保育学科の学びの特徴である児童文化財と親し

み、実際に製作したり、それをお互いに見せ合ったりできる、講義室とは異なる保育実践

力養成のための部屋の重要性を認識した。 
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３．倉庫から保育室さながらの部屋へ 

そこで候補として、大学側から 21号館 3階の東端にあった部屋が短期大学部こども教

育学科にあてがわれた。従来倉庫として使用されていたため、初めて入室した際には、大

きな段ボールやわけのわからない物品が積み重なって置かれており、ここが青山や聖和の

ような「おもちゃと絵本の部屋」に本当になるのかと心配になったくらいである。しか

し、片づけされて内装工事が進むと、道路に面した大きな窓、木の床、子どもが喜ぶよう

な配色の柱や、教材が収納できる棚、水屋、冷蔵庫などが設置されて、現在の明るく楽し

い雰囲気の部屋に変貌を遂げた。 

その後、筆者は一生でこんなに買い物することはないだろうというくらい世界各国から

おもちゃや教材・教具を次々と購入した。その中には園児椅子や折り畳みの机、絵本の

棚、スイス製の大きなドールハウス、アメリカ製のアンティバイヤスの考えのもと製作さ

れた車いすの少年や肌の黒い少女、盲導犬を従えた少年などの人形もあった。さらには内

田先生から寄付された大量の座布団のカバーを注文することに至るまで、本当にたくさん

の買い物をした。近隣の保護者と子どもが来た際の授乳時の衝立、おむつ替えのシート

等々場面をイメージしながら思いつく品を片っ端から注文した。それでも、「まだお金残

っているわ」と電卓で計算しながら、もう死ぬまでにこんなに買い物をすることはないで

あろうくらい物品を購入した。 

購入品は全国、いや世界各国から龍大に届き、ダンボルーの箱を開けては品物を取り出

し配置した。絵本は生駒先生に選書していただいた。パラバルーンやシュタイナーの色と

りどりのリトミックシフォンスカーフなどは、当時助手であった和田先生からの注文であ

った。近隣の子どもが遊びに来ることも想定して、靴を脱いで上がることとして靴箱を設

け、床暖房にしていただいた。部屋の名前は、立ち上げ時の課長であった津秋氏が「こど

も教育学科多目的室」と命名した。筆者は「おもちゃと絵本の部屋」を望んでいたが、さ

すがにここは大学だということで「こども教育学科多目的室」に落ち着いた。 

 

４．学生の学びを支援する部屋 

「こども教育学科多目的室」の扉がある壁面には、「入学おめでとう」の文字ときれい

紙で作った花、加えて乳幼児保育・教育に尽力したペスタロッチー、フレーベル、モンテ

ッソーリ、デューイ、倉橋惣三といった歴史上著名な教育学者の顔と名前を掲示した。こ

うして 2011年度に「こども教育学科」として初めての新入生を迎えた。 

最初は常駐の教員がいなかったため、和田先生に在室いただき、物の配置やコーナーの

デザインの役割を担っていただいた。実習を前に模擬保育をしたこともあった。立ち上げ

と同時に赴任してきた児玉衣子先生のつてで、フレーベルの教育遊具をもとに「童具」と

呼ばれる積み木を創作している和久洋三氏を招聘し、多目的室で積み木の授業を行なった

こともあった。また高橋司先生によるパネルシアターを楽しんだのもこの部屋である。 
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ある年のオープンキャンパスには、新聞紙でワニを作り、それを 3階のエレベーター付

近から多目的室まで道案内のように床に並べたこともあった。さらには、実習指導室の辻

さんたちが作ってくださったペープサートを用いて、昼休みにたなばた会を実施したこと

もあった。 

もちろん、各教員が授業として活用することも多々あった。筆者自身は、「りゅうたん

であ・そ・ぼ♫」という名称で、子育て支援の一環として地域の親子を招いて遊びの会を

おこなったり、フレーベルやモンテッソーリの教育遊具を実際に使って遊んだりした。ま

た、保育内容「人間関係」を担当しているときには、つどいの広場「稲荷の家 ほっこ

り」から子育て中の親子 5，6組に来ていただき、おもちゃで一緒に遊んだり、保護者か

らお話を聞く機会を設けたりした。水屋でミルクを冷ましたり、おむつを替えたり、授乳

する親子もいた。以前生駒先生が実施されていた「りゅうたんこどもシアター」の準備

も、この部屋を活用して進められていた。 

多目的室の勤務者は、開室当初の和田先生から北村裕子さんに、そして中原巳紗子さ

ん、大西圭子さんと受け継がれてきた。全員が幼稚園や保育園で働いた経験のある方々で

あり、それぞれの個性を発揮して四季折々の環境構成や学生の実習のサポートをしてくだ

った。龍大深草キャンパスの中で、この部屋はほのぼのとした雰囲気にあふれる、保育室

さながらの乳幼児を対象とする学びの部屋であった。 

 

５．活動報告の学内外への発信 

このような「こども教育学科多目的室」を使用した活動については、実践報告として執

筆して学内外で発表した。まず、本学大学教育開発センター主催の FD研究に応募し、

2011年度短期大学部 FD研究報告会にて、「正課と正課外を往還する＜こども教育学科多目

的室＞活用事例について」というタイトルで報告を行った。 

これがきっかけとなって、本学経営学部の長谷川岳史先生からお誘いを受け、コンソー

シアム京都主催 第 17回 FDフォーラム第 7分科会「保・幼・小の連携における保育者・

教員養成のあり方を考える―共通点は何か、相違点は何か―」（2011年）にて、筆者は保

育士と幼稚園教諭養成に関わる立場から、正課と正課外を往還する「こども教育学科多目

的室」活用事例報告を行い、保育実践力育成について話題を提供した。これは、「保育実

践力育成のための教授法開発とその検証 ―「こども教育学科多目的室」活用を中心とし

て―」というタイトルで、2011年度第 17回 FDフォーラム報告集 310-311頁（ 2012年 6

月 ）に掲載された。 

より多くの人々に「こども教育学科多目的室」を中心とした学びのあり方の内実を知っ

てもらうために、保育者養成協議会の『保育士養成研究』の FD特集に投稿した。これ

は、「こども教育学科多目的室」を中心に包括的に学生の保育実践力の育成を目指す体制

作りとその取り組みについての実践報告で、田岡、和田、生駒の連名で執筆したものであ

る。そこでは学生のアンケート結果より、①正課授業の課題や制作を契機とした学生の自
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主的な学びの成立、②教材研究や実践研究を試行錯誤して遊びのレパートリーを増やす機

会と場の提供、③模擬保育を通しての「子ども」と「保育者」双方の立場を経験し、臨機

応変な対応能力の獲得、④実習参加者としての連帯感が生まれ、それが学生の意欲や自信

の獲得につながるといった成果を明らかにした。これは、『保育士養成研究』第 29号

（2011年、社団法人全国保育士養成協議会）の特集「FDの取り組み」＜実践報告＞に、

「保育実践力育成のための正課と正課外を往還する体制づくりの試み―「こども教育学科

多目的室」活用を中心として―」のタイトルで掲載された。その年のクリスマスに査読が

返却されて、指摘された部分を大慌てで修正し、それをジングルベルの音楽が街中に鳴り

響く中、タクシーで京都の中央郵便局に持参したことが思い出される。 

さらに、全国保育士養成協議会による効果的な実習方法を検討するためにどんな要素が

必要なのかを調査するプロジェクトの一環として、上記の龍短の実践報告が実習に係る取

組に関する好事例の一つに取り上げられ、インタビュー調査対象校となった。 

2017年秋に、好事例調査部会のメンバーである至学館大学の松山有美先生が筆者の研究

室に来られてヒアリングが行われた。その内容は『平成 29年度子ども・子育て支援推進

調査研究事業（厚生労働省）保育実習の効果的な実施方法に関する調査研究 研究報告

書』（一般社団法人 全国保育士養成協議会、164頁～166頁、2018年）に掲載されてい

る。好事例の 12番目に「教員・学生・職員・施設をつなぐ保育者養成」というタイトル

で紹介されている。取組の内容として、⓵全教員参加の実習指導、②やりっぱなしにしな

い実習指導、③多目的室の設置が挙げられており、とりわけ「こども教育学科多目的室」

を「講義の枠を超えた学びの拠点」と位置づけ、その教育的意義が示されている。うまく

まとめてくださっているので、以下に抜粋して記しておく。 

学内に専門職員を配置した模擬保育室を設置することで、保育に関わる実習・就職・行事

など講義の枠を超えた活動の転換が可能になっている。実習前には、多目的室に学生が集

い実習書類の作成や指導案作成の準備をする姿が多く見られるという。保育職経験者の専

門職員が常駐することで、教員とは異なる距離感を持って学生が相談できる窓口となって

いるだけでなく、地域と養成校をつなぐ役割も担っており、その存在意義は決して小さく

ない。 （『保育実習の効果的な実施方法に関する調査研究 研究報告書』、一般社団法人 

全国保育士養成協議会、166頁、2018年） 

2017年秋のインタビューは、あたりが真っ暗になる時刻までなされた。その時に松山先

生は、多目的室を使ったその後の活動の詳細についても、ぜひ発信してくださいと言われ

たが、筆者はその必要性を感じていたにもかかわらず学外に発信できていない。しかも、

その後 Covid-19の感染拡大があり、大学も多目的室も閉鎖となった。何もかもが停滞状

態に入ったかのようだった。立ち上げの 2011年から 2017年までの活動報告や変化してき

た「こども教育学科多目的室」の記録をなぜ頑張って書かなかったのか、とても悔やまれ

る。 
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６．おわりに 

以上のように、こども教育学科多目的室は、保育者を目指す学生の実践力育成を担う場

のひとつであった。加えて学生は授業の準備以外でも、ここで昼食を取ったり、談笑した

り、就職相談をしたり、時には昼寝をしたりと大学生活の一部として使用していたことか

らも、学生の居場所としての役割を持っていた。ここでいう居場所とは、安心して過ごす

ことができ、かつ他者とつながることのできる場所を意味する。大学生は正課授業や実

習、あるいは正課外の課外活動やアルバイトにおいて様々な体験をして「人」として成長

していく。「こども教育学科多目的室」は強制ではないが、そこに集う者の保育者・人と

しての資質を育む場であり、そこに多くの教員、職員、学生同士、地域の保護者や子ども

が関わって交流がおこなわれ、「生きた部屋」として活動してきた。 

2023年の学生募集を最後に龍短の保育者養成課程は募集を閉じる。本稿は思い出話と

も、エッセイともいえない、ただただ設立からの経緯を辿ってきただけの文章となってし

まったが、それでも「こども教育学科多目的室」が設立の 2011年度より現在に至るま

で、多くの学生の学びや大学生活を支えてきたことだけはどこかに記しておきたかった。

卒業生の今後の活躍と在学生の充実した学びを、残された時間はわずかではあるが、「こ

ども教育学科多目的室」がその一端を担うことを願っている。そして、これまで「こども

教育学科多目的室」の運営に携わってくださったすべての方々に心よりお礼を申し上げた

い。本当にありがとうございました。 
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保育者と AIと．．． 

藤原 直仁 

 

はじめに 

 ここ最近，いたるところで ChatGTPの話題が取り上げられている。 

 ご存知の方も多いと思うが，“Chat Generative Pre-trained Transformer”のことで，

和訳すると「生成可能な事前学習済み変換器」となる。OpenAIという会社が 2022 年に開発

した，AI（Artificial Intelligence：人工知能）を用いたチャットボットと呼ばれるコン

ピュータプログラムである。チャット形式で質問すると，人に質問した時のような言葉で回

答してくれる。 

 本稿では AI技術とのかかわりを中心に，これからの保育と保育者養成における課題につ

いて考えてみたい。 

 

保育者の未来（Ⅰ） 

 2013 年，未来の職業についての予測が，オックスフォード大学の研究グループから報告

された（Frey & Osborne, 2013）。この研究は，10年後に失われている仕事を予測したもの

である。2023 年を迎えた今，改めて見返してみるのも興味深いが，彼らの研究で報告され

た 702 の仕事を，失われる可能性が高いものから順に並べてみると，幼稚園教諭 512 位

（15.0％），保育士 540 位（8.4％）という結果であった。なお，失われる確率は，1位の仕

事が 99％（おそらく失われる），702 位の仕事が 0％（まず，失われない）であった。幼稚

園教諭の 15.0％，保育士の 8.4％という数字についてはいろいろな意見があると思われる

が，いずれも失われる可能性が低い仕事であるといえよう。 

それでは失われる仕事と失われない仕事のどこに違いがあるのかということになるが，

失われる仕事は，AI の方が正確で処理が速い傾向にある仕事であり，失われない仕事は，

人間にしかできないコミュニケーションが必要な仕事という理由が示されている。 

そのことは，教育心理学等で取り上げられる「適性処遇交互作用」（Cronbach, 1957）と

いう観点から考えてみると，より具体的に理解できるように思われる。たとえば保育者とこ

どものかかわり（コミュニケーション）は，「適性処遇交互作用」を踏まえて考えてみると，

100人の保育者と 100人のこどもがいれば，100×100＝10,000通りのかかわり方があり，そ

れぞれに意味があるといえる。これはひとつの保育場面についてだけなので，100の保育場

面を考えれば，1,000,000通りのかかわりがあることになり，無限大に増えていくことから，

AI がそのすべてを予測することは難しい。もちろん人間の保育者にとっても難しいことで

はあるが，人間はデータだけにもとづいて判断し，行動するわけではないので，このことが

まさに人間にしかできないコミュニケーションにつながっており，それゆえに，保育者の仕

事が AIにとって代わられる確率が低いという結論にもつながる。 
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保育者の未来（Ⅱ） 

 ここまで述べてきたのは，AI が発達しても，こどもと保育者のかかわりの基本に変化は

ないということだが，保育におけるハード面での変化が保育方法に変化をもたらすことは

想像に難くない。つまり，コミュニケーションの基本は変わらないとしても，コミュニケー

ションのためのツールは大きく変化していくと思われる。 

2023 年 4 月，NHK のテレビ番組「クローズアップ現代」が，AI を用いた視覚障がい者の

ための支援ツールを取り上げていた。従来のツールでは，必要な情報を得る際に多くの情報

の中から自分が必要とする情報を選別しないといけない不便さがあったが， ChatGTPのよ

うなツールがその解消に有用であるという内容であった。たとえば，『〇〇』について知り

たいと思った時に，従来は『〇〇』を含む大量の情報の中から『〇〇』の部分を自分で選出

する必要があったが，ChatGTPを応用したツールを利用すると，「『〇〇』は，…です」とい

うように，知りたい情報だけを選出して回答してくれる。こうした技術は，さまざまな支援

に活用できるため，教育や保育の現場でも導入が進んでいくと考えられる。 

 

シンギュラリティ（Singularity：技術的特異点） 

 シンギュラリティとは，科学技術の急速な進化に伴い，人間の生活に大きな変化がもたら

される時点を意味する。繰り返しになるが，筆者は未来においても保育の基本は変化しない

と考えるが，シンギュラリティが保育現場に変化をもたらす可能性は否定できない。 

ChatGPTもそうだが，保育者を目指す学生は，おそらくシンギュラリティと距離をとり続

けることは難しい。否，筆者も含め，誰もがシンギュラリティと距離をとることはもはや不

可能だといってよいかもしれない。というのも，我々は既に科学技術の進歩による大きな変

化を何度も経験してきているからである。その一例がインターネットである。 

インターネットの登場は，我々のコミュニケーションのあり方を大きく変えた。現在，大

学で学ぶ学生の多くは，インターネットがあるのがあたりまえという情報環境の中で生活

をしている。しかし，筆者が学生の頃は，インターネットはおろか，パーソナルコンピュー

タ（パソコン）も，まったくもってパーソナルなものではなかった。 

パーソナルというとひとりに 1 台というイメージだが，研究室に 1 台のイメージであっ

た。その後，パソコン，インターネットが一般にも普及しはじめたが，初期のインターネッ

トは情報を得る手段のひとつに過ぎなかった。やがて，インターネットは双方向性をもつよ

うになり，通信手段としても飛躍的に進歩し，今ではあたりまえとなったオンライン会議な

ど，大勢での議論を可能とするコミュニケーションツールとして利用されている。 

 シンギュラリティが訪れる時期には諸説ある。総務省は 2015年の報告書で，2045年にシ

ンギュラリティに到達するとした AI 研究の権威である Ray Kurzweil の予測を取り上げ， 

1 台のパソコンが全人類の能力を超える見通しに言及している。 

2045年といっても，たかだか 20年ほど先の未来である。そのころには，現代のこどもた

ちがあたりまえのようにスマートフォンでインターネットを利用しているように，ChatGPT
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やそれに続くツールを，使いこなしているに違いない。保育の現場の様子も変わっているだ

ろう。読み聞かせは保育者が行っているだろうか。AI による読み聞かせにとって代わられ

ていないだろうか。いやいや，そこはコミュニケーションの基本にかかわる部分だからあり

えない，といい切れるだろうか。 

 いずれにせよ，注意すべきは，教育も保育もまさに「進取」と「伝統」のバランスをどの

ように考えていくべきなのかということである。 

こどもたちは，いつの時代も大人たちが考えている以上に時代の先を歩いている。大人は

こどもの足を引っ張って引き戻そうとしながら，結果的に後追い的に環境を整備する。 

 これから先，保育環境も大きく形を変えていくであろう。読み聞かせが AIにとって代わ

られないとしても，保育者の業務という点でいえば，業務日誌の作成や保育計画の素案の作

成など，さまざまな業務に AIを活用することで，過重な保育業務軽減の流れが生み出され

る可能性は高い。しかし，そうした変化には常に摩擦が伴う。保育計画を，素案に限ったと

しても AIに任せるなど，保育者としてありえないという声も聞こえてきそうである。筆者

はそのような業務のすべてを AI に任せるべきとまでは考えていないが，はじめから AI の

活用を排除すべきではないと思う。保育の質の担保と保育者の業務負担の軽減は，並立する

必要がある。さもなければ，シンギュラリティよりも先に（AI にとって代わられるよりも

前に），保育人材の喪失が訪れるかもしれない。 

 

保育者養成における研究教育 

 保育者の養成において，理論と実践をバランスよく学ぶことが大切であることはいうま

でもない。また，実践を学ぶ上で重要なことは，実習教育を例に挙げれば，「事前指導」「実

習」「事後指導」の 3つが中心であり，「実習」だけを大過なく終了できればよいわけではな

い。その意味で「やりっぱなしにしない」実習教育という考え方は肝要であり，保育者養成

におけるひとつのモデルを示しているともいえる。 

 一方で大学における保育者養成において，理論と実践をバランスよく学ぶ際にますます

重要になってくると思われるのが，研究という観点である。 

大学，とりわけその中でも短期大学における保育者養成は，2年の在学期間で履修すべき

内容が大変多く，時間的には厳しい状況にある。筆者が「こども教育学科」の設置にかかわ

った際，2010 年度に文部科学省へ提出した履修モデルでは，幼稚園教諭二種免許状と保育

士資格を取得し卒業するために，2 年間で 89 単位の履修が必要であった。このような過密

なカリキュラムにおいて，研究教育のさらなる充実を図ることは非常に難しいが，これから

の時代の保育者養成を考える時，AI の活用も含めた保育についての新たな視点を見出すた

めの研究教育の位置づけの検討は，不可欠といえるのではなかろうか。 

実際，学生から提出されたリアクションペーパー等にも，教員が気づいていないような新

たな視点やアイデアが含まれていることは稀ではない。 

AIの発達についても，現代の学生たちは，メディア等で取り上げられている AIの利用に
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おけるリスクも含めて，冷静に捉えている傾向はそれなりに強いように思われる。 

そうした学生たちが生み出す未来の保育のあり方を考えるうえでヒントとなる事柄を，

研究成果として残していくことも，保育者養成課程をもつ大学の大切な役割のひとつでは

ないかと考える。 

 

さいごに 

 筆者は，「こども教育学科」では 2011年度の学科設置から 12年間，保育者養成にかかわ

らせてもらった。とはいえ，2015 年度から学内業務の関係で，保育者養成のコアとなる実

習の事前事後指導を含む演習系の授業に参加することができなかった。2022年度は，1年間

ではあったが，久し振りに演習系の授業に参加することができた。しばらく離れていたので，

新鮮に感じることも多かった。また，2019 年度の終わりから始まったコロナ禍の中，試行

錯誤しながら生み出されてきたのであろう工夫が活かされているようにも思えた。特に，カ

リキュラムの内容は設置当初と比べると格段に洗練され，円滑に演習が展開されているこ

とが印象的であった。 

 ただ，私だけかもしれないが，円滑である一方で，少しシステマティックになり過ぎてい

るような印象ももった。適切な表現が思い浮かばないが，「もう少し『ぎくしゃく』感があ

ってもよいのでは」といったところである。 

 先述したような研究的要素が感じられるような展開，今すぐ答えが見つからないような

ことを，ああでもない，こうでもないと議論する中で新たな何かを見出していくような場面

が，過去にはもう少しあったような気がする。 

牧歌的なことをいえるような状況が失われつつあるのも大学教育の現実だが，一見無駄

にみえるような時間の確保について，今一度立ち止まって考えることも，シンギュラリティ

に向きあうための新たな視点に気づくために必要ではないかと感じる。 
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実習考 

—クラス別振り返りの記録から— 

広川義哲 

 

はじめに 

 2023年３月 22日（火）の３、４講時に実習事後指導としてクラスごとで実習の振り返り

が行なわれた。当日は、実習生自身を主語として、「喜怒哀楽」の感情を「私」に抱かせた

エピソードについての「喜怒哀楽シート」への記入を経て、「教育実習（春期）」と「保育実

習Ⅰ（保育所）」を終えた学生たちが実習での経験をあらためて振り返り、２年次での実習

に向けて各学生の課題の明確化が目指された。 

 ここでは、報告者の担当クラスでの学生たちによる振り返りの記録を紹介し、学生たちの

話し合いをそばで聴いていた報告者が考えたことをいくつか、報告したい。 

 

１．クラス別での振り返りの記録 

 14時 10分にクラスごとに充てがわれた教室（４-407）に到着し、学生たちが着席し、「喜

怒哀楽シート」の記述をもとに実習の振り返りの話し合いが行なわれた。当日の教室内の配

置は以下のとおり。 

 学生 B が「順番に話していこう」

と発言し、学生 Bから時計回りに B、

C、D、E、F、G、そして A と発言し

ていくことになった。報告者は、学

生たちの話し合いの作業を邪魔し

ないよう静かに鞄からメモ書きの

できる付箋とボールペンを取り出

し、着席した。「じゃあまずは、喜か

らいこう」という学生 Bの発言から、

「喜怒哀楽シート」の四つの感情を

学生たちに抱かせた場面・エピソー

ドについての話し合いが開始され

た。学生たちの発言を表にまとめた

ものを以下に提示しよう。ただし、おおむね「喜」、「怒」、「哀」、「楽」の順で発言が進んだ

が、たとえば、「よかった」、「勉強になった」や「先生が優しかった」という発言を厳密に

「喜」と「楽」のどちらの感情に類別すればよいのかが困難であるような発言もみられた。

そこで表を作成するのにあたって、「喜」と「楽」を肯定的なもの、「怒」と「哀」を否定的

なものとして分類しなおした。なお、学生たちの一つひとつの発言を可能なかぎり記録する

よう努めたが、やはり報告者のメモからもれてしまっている発言もあると考えられる。 
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属性 学生の発言 

肯定的 「先生、絵本よむの、うまい」と子どもに言われた 

子どもが「大好き」と言ってくれた 

実習生として何かしようとするとき、子どもが興味しんしんに接してくれた 

自分の実習担当の先生は優しかった 

子どもと一緒に園庭で遊んだとき、とても楽しかった 

一日ごとに反省会があり、こまかく指導してくださった（幼稚園での実習） 

今回の実習に行って、子どもへの接し方について学べたと感じる。実習に行って

よかった、いろいろと経験できてよかった。 

子どもたちとの砂場遊びが楽しかった 

朝、子どもが、「先生が来てくれたから、今日も元気いっぱい」と言ってくれた 

部分実習では、子どもたちがいっぱい遊んでくれた 

「いっぱい寝て、休んでね」と子どもが言ってくれた 

実習で担当したクラス以外の子どもも、自分のことを覚えてくれていた 

実習担当でない先生から助言をいただいた、とても勉強になった（保育所での実

習） 

もっとこうした方がよいなど、説明・助言がとても分かりやすく、よかった（保

育所での実習） 

子どもからプレゼントをもらって、とてもうれしかった 

子どもが喜んでくれた 

お弁当をつくって持っていったとき、子どもが「すごくおいしそう」と言ってく

れた 

実習最終日、子どもが「お別れ、イヤや」 

子どもたちが英語の発表会の練習の成果を見せてくれた。子どもたちのことが頼

もしく思えた 

子どもたちとの「鬼ごっこ」が楽しかった 

子どもが「先生、外で遊ぼう」と誘ってくれた 

実習園ではモンテッソーリ教育を実践しており、子どもたちの「お仕事」をはじ

めて見て、楽しく、勉強になった 

子どもが実習生の名前を覚えてくれた 

子どもが折り紙と手紙をくれて、うれしかった 

子どもたちがいつも挨拶をしてくれた 

子どもが抱きついてきて、喜びを表わしてくれた 

幼稚園での実習では、保育所での実習と比べて、「できること」や「してよいこと」

が多くて、経験を積めた 
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実習記録で園指定の様式があり、子どもたちの写真を撮影して記録を作成した

（実習中はカメラを携帯）。子どもについてのいろいろな面を観察することがで

きた 

否定的 保育士がことばがけをする際、ことばの選択に違和感を覚えた。たとえば、「〜し

ちゃダメ」ということばがけ 

昼食の際、お手拭きを子どもへ渡すとき、丁寧な渡し方をしていなかった（忙し

いのは理解できるが……） 

保育士の話す関西弁がキツい印象だった 

違和感を覚えたことばがけをしている保育士と同じようなことばがけを、自分も

してしまっていた 

子どもが髪の毛をひっぱってきて、痛かった 

保育士間で保護者の「悪口」を言っていた 

保育士の口調がキツい 

子どもが保育士の言うことをきかなかったとき、保育士が子どもの手からおもち

ゃを取りあげた（実習生にとっては「乱暴」に見えた） 

子どもに怒ったとしても、その後のフォローが大切であるはずなのに、それが不

充分であるような気がした 

子どもがいる前で、新人保育士が先輩保育士から怒られていた 

トイレに行きたくないと子どもがグズる 

実習簿がまとまって返ってくるので、先生のコメントを参考に修正できなかった

（保育所での実習） 

忙しいのは分かるが、実習生にたいしてもっと丁寧に指導・助言してほしい 

毎日に実習記録を書いて提出しても、実習最終日にまとめて返却された。先生方

のコメントを参考にして記録を修正できない 

指導のことばがキツい。私ではなく、他の実習生にたいして、「こんなんで、子ど

もは楽しいと思うのかしら？」、「え、動かないの、あなた」といったことば 

実習園の保育士がいない空間で巡回教員と話をしたかった（実習園への不満・モ

ヤモヤした気持ちを話せないので） 

他の実習生は実習記録を書くスピードがとてもはやかったが、私は書くのが遅

い。比べて少し悲しくなった。 

保育士どうしの仲が悪いのか、ケンカ・口論（に実習生には見える場面）があっ

た。子どもにとっては悪影響なのではないか 

片づけのとき、声をかけても子どもから無視された 

子どもから「遊ぼう」と誘われたとき、（他のことをしなければならず）断ってし

まったが、その子は泣いてしまった 

実習生とお昼をいっしょに食べたくて泣いてしまう子どもがいた 
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思う（意図した）ように部分実習ができなかった 

子どもたちとの最終日のお別れが悲しかった 

先生が子どもに怒る 

子どもどうしでトラブルが起こった際、子どもの気持ちをうまく汲み取れなかっ

た 

幼稚園では先生が子どもを「怒っていた」、保育園では「怒る」としても「優しい

怒り方」だった。「優しい怒り方」とそうでない怒り方ってあると思う、「優しい

怒り方」は、子どもが何をどのようにがんばろうとしているのかをちゃんと見よ

うとしているように思う、「優しくない怒り方」は子どもを否定しているように感

じる 

 

２．学生にとって実習とは何だったのか、あるいは報告者の妄言 

 クラス別振り返りでの学生たちの発言をまとめた上記のリストから、一見して明らかな

ことがひとつある。肯定的なものについての発言の多くが実習の配属先での子どもとの関

わりに言及しており、他方、否定的なものについての多くの発言が現職保育者の言動に着目

しているという点である。 

 「子どもからプレゼントをもらって、とてもうれしかった」、「子どもが抱きついてきて、

喜びを表わしてくれた」など、実習生に（「喜」や「楽」といった）肯定的な感情を抱かせ

た出来事の多くが、子どもと実習生の関係のなかで生じたと考えられる。ということはつま

り、さしあたって、配属先でのそれぞれの園・所における子どもたちとの出会いが、実習を

乗り越えてゆくことへの、そして、将来において保育士や幼稚園教諭として働く自分自身を

イメージすることへの主要なインセンティヴとなっている、と考えられる。 

 2022 年の夏ごろから翌年にかけて、テレビ、新聞やインターネットによる報道で保育士

による虐待や「不適切保育」の実態についてさかんに報じられた。メディアを通じた「不適

切保育」の社会問題化が実習生たちの保育者像にどのような影響を及ぼしたのかは、報告者

にはわからない。だが、たとえば、「保育士の話す関西弁がキツい印象だった」、「保育士間

で保護者の『悪口』を言っていた」、「子どもに怒ったとしても、その後のフォローが大切で

あるはずなのに、それが不充分であるような気がした」など、（「怒」や「哀」といった）否

定的な感情を実習生たちに惹起した出来事の大半が、現職保育者の言動に関するものだっ

た。なかでも、保育者の発話における口調やことばの「キツさ」に言及しているものが複数

ある。 

 学生たちの振り返りに触れて、いくつか考えたことを記しておきたい。けれども、報告者

は、学生たちが「キツい」と感得した保育者の発話を実際に見聞したわけではないので、そ

の発話の何がどの程度に「キツい」のかを判断・評価することは、報告者にはできない。だ

から、これ以下は報告者の妄言である。 

 ゴフマンによれば、「人の活動が他の人たちの前で行われるとき、その活動のある側面は
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より目立つように強調して表現され、いっぽう、作り出された印象の信用を失わせる可能性

がある別の側面は抑制されたり隠されたりする」（ゴフマン 2023,179）。たとえば、教室で

講義をしている報告者のことを想い描いてほしい。教壇に立って学生たちと向き合うなか

で、保育や幼児教育といった事柄について、おそらくは学生たちにしかと学んでほしいとい

う真剣な眼で学生たちの表情をうかがいながら説明をするだろう。そして、チャイムが鳴っ

て講義が終われば、喫煙スペースでコーヒー片手に無気力の極みともいえる眼でうつろな

表情を報告者は自身の顔に浮かべるだろう。講義をしているさなかにおいて、報告者はそう

した無気力な表情を浮かべることはしない。つまり、人びとのさまざまな行動の舞台となる

生活の場面には「表舞台」と「舞台裏」が存在しており、かつ、舞台裏においてなされる種

の行動は表舞台においては隠される、とゴフマンは説明している。 

 実習生たちは、実習期間中、実習指導者と実習生という指導・被指導の関係のなかに身を

おくとしても、配属先の園・所にとっては（たしかに程度の差こそあるかもしれないが）「ア

ウトサイダー」や「局外者」といった特性をなおその身に残していると考えられる。期間限

定の来訪者である実習生たちの居合わせている場において、保育者たちが（実習生たちの印

象としては）「キツい」と思われる表現や口調を隠さないで呈示するということは、そうし

た言動が表舞台において呈示されるだけの正当性や合理性を備えていると当該の保育者た

ちは考えている、と推察できる。 

 教師教育学の文脈では、「このような内容をこのような学び手たちにこのようなペダゴジ

ー（自分なりの教育観・教育理論）にもとづいて教える」という、教師たちの日々の（授業

を行なうことから、休み時間での生徒たちとのちょっとした会話にいたるまで）実践を遂行

することの根拠における論理的な一貫性は「ペダゴジー上の合理性」と呼ばれる（ロックラ

ン・武田 2019,15）。 

 現職保育者の一つひとつの行動や発話の背景には、きっと、「自分なりの保育観・幼児教

育観」があるだろう。「自分は子どもを〜のように考えている」、「子どもの保育や幼児教育

のなかでは〜が大切」という考えをそれぞれの保育者たちが抱いているだろう。専門職従事

者としての保育者たちの行動や発話は、そうした自分なりの保育観や幼児教育観から合理

的に導かれているはずだ。 

 であれば、実習先の保育者たちの言動に関して学生たちが否定的感情を抱いたことをど

のように説明できるのだろうか。既述したように、現職保育者たちの発話が「本当に」キツ

いのかどうか、それとも、学生たちが現場の「実態」についていまだ理解していないのかど

うかを、その場に居合わせなかった報告者が判断・評価することはできない。 

 ある短期大学での調査を参照したい（矢野・田浦 2002）。１年生の 10月と２年生の同じ

く 10月に幼稚園での教育実習、２年生の７月と８月に保育所での保育実習が行なわれてい

る幼児教育学科での学生を対象とした保育者像についての調査である。この調査では、１年

生時の実習前の学生たちの保育者像として「母親・親」、「やさしい・あたたかい」といった

イメージが多くみられたが、１年生時の実習を経て、「手本となる」や「二面性を持ってい
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る（優しい・怖い）」というイメージがみられるようになり、さらに、２年生になると、実

習前の「乱暴・雑」といった保育者へのマイナスイメージが実習後では「指導者的イメージ」

に変化することが明らかにされている。 

 実習を経て、学生たちの保育者像は変化する。「優しい保育者」だけでなく、「優しくもあ

るが、怖い」や「指導者的」といった要件が保育者像へと加算されてゆくことが、保育者の

ありようを多角的に捉えることへとつながっている、と説明できるかもしれない（松田・設

楽・濱田 2016）。そして、こうした多角的な保育者理解が、学生自身が装着しつつある（ま

たは、すでに装着している）ペダゴジー上の合理性へのとらえなおしにつながるかもしれな

い。 

 ２年次の夏と秋に学生たちは再度、実習に行く。子どもたちとの出会いのなかに「保育者

として働く私・ぼく」のよろこびを見出すとともに、いろいろな保育者と出会うことで、よ

りよい実践を目指す思考を開始させてほしい。がんばれ、学生たち！ 
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「答え教えろや！」と迫る子どもの言葉に対する学生の記述からの考察 

－(怖い)(きつい)という印象を越えるために必要な視点とは何か－ 

堺 恵 

 

はじめに 

 

 保育士資格の取得を目指す学生たちにとって、乳児院、児童養護施設などの児童福祉施設

(以下、施設)での実習は、とてつもなく高いハードルのようである。このことは、筆者の雑

感のみならず、先行研究においても明らかにされていることである。例えば、施設実習前後

の学生の意識調査を行った多田内と重永によると、施設実習を前にした気持ちを学生に問

うた際、「不安である」と答えた者が全体の 81%であったという(多田内、重永 2014:71)。ま

た、友川による施設実習一か月前の学生を対象とした調査では、施設実習を「とても不安」

と回答した学生 34.4％、「すこし不安」 とした学生 52.7％を合計すると、87.1％もの学生

が施設実習に不安を持っていることが確認されている(友川 2019:52)。このように、施設実

習を不安に思う学生は、本学科のみならず、他の保育士養成校にも多数存在するのである。 

 学生が施設実習を不安とする理由には、様々なものがある。岩本らが指摘するように、「多

くの学生は、保育実習とは保育所実習をイメージしている」ため、施設での実習に戸惑い、

不安に感じているかもしれない(岩本、高岡、高橋、林 2017:31)。また、貴田と谷口の指摘

にある、「多くの学生が入所児者との関係を構築できるかどうか不安」(貴田、谷口 2012:26)

であることも、施設実習への不安の原因の一つとも考えられる。要するに、学生たちは、配

属される施設や入所児のことをよく知らないのである。知らないからこそ、事前に施設につ

いて学び、実習に挑むのであるが、それでも不安は残るようである。 

 筆者は施設実習への不安を抱える学生に対し、実習前の教育の充実により、その不安を軽

減することを考えている。どれだけ実習前の教育を充実させたとしても、学生の不安を全て

取り除くことはできない。できるのは、あくまでも不安の軽減である。 

 本稿では、2022 年度に行った施設実習に向けた事前教育における、学生の不安を軽減す

るための試み(以下、試み)の一部を紹介する。そして、筆者が考えたことを述べたい。この

試みから見えてきたことは、これから経験する施設実習に対して、自分の内面を見つめ、自

分の体験に引き付けて、なんとか施設や入所児のことを理解しようとする学生の真摯な姿

勢であった。その一方で、真摯ではあるけれども、自分の常識だけで子どもの言動を判断し

てしまうという学生の課題も見えてきた。 

 

１．試みの概要 

  

 試みでは、本学科の「実習事例データベース」を活用した。「実習事例データベース」と

は、「在学生が実習中に経験したエピソードを収集し、実習種別・実習園および施設ごとに
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分類」し、「エピソードの概要、それにたいする学生たちの分析や考察をアーカイブ化」し

たものである(堺、広川 2022:26)。 

 試みでは、実習事例データベースから六つの事例を選定し、かつて実習生が経験した出来

事とそれに対する実習生自身の考察をあわせて授業のなかで紹介した。そして六つの事例

のうち、一番印象に残った事例とその理由について学生に質問するアンケートを行った。ア

ンケートへの回答は、個人が特定されないよう学生の氏名を匿名化した上で整理した。 

以下は、試みの実施日時やアンケートの概要等についてである。 

 

   実施日時          :  2022年 5月 18日 

科目名           : 「保育実習指導Ⅲ」（2年次前期開講） 

   受講登録者数       :  119名 

      アンケート実施期間 :  2022年 5 月 18日～31日(14日間) 

   アンケート実施方法 :  龍谷大学ポータルサイト内 manaba の 

アンケートを利用 

   アンケート提出者数 :  111名（93.3％），未提出者は 8 名（6.7％） 

   アンケートの項目    :   1-1 授業で紹介した六つの事例のうち，一番印象に残っ

た事例を一つ答えてください。  

1-2 一番印象に残った事例を選んだ理由を教えて 

ください。  

2  授業の感想を教えてください。  

3  質問やわからなかったことがあれば教えてください。 

 

2. アンケートの結果と考察 

 

 アンケートの結果、六つの事例のなかで、「答え教えろや！」と題した児童養護施設での

事例(以下、本事例)が一番印象に残ったと回答した学生が 73.9%と最も多かった。表 1 は、

事例の詳細と実習生の考察をまとめたものである。また、表 2は、学生の記述から本事例が

一番印象に残った理由を四つに大別したものである。表 2にある、「①自分ならどうしてい

たかを考えさせられたから」という理由で本事例を選んだ学生の記述を分析したものは、別

稿にまとめている 1)。そのため、本稿では、①以外の「② アルバイトやボランティア等で

同じような経験をしたから」、「③ 子どもの言葉遣いに驚いたから」、「④ 子どもの実習生

に対する態度が印象に残ったから」という理由で、本事例を選択した学生の記述を概観し、

若干の考察を加えたい。 
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表 1 事例の概要及び実習生の考察 

「答え教えろや！」 (児童養護施設) 

 事 

 

 例 

 

 の 

 

 概 

 

 要 

実習初日，小学生が学校から帰宅して談話室で宿題をしている時の出来事。実 

習初日ということで私は談話室にいた職員に挨拶をし，何をすれば良いかを尋

ねた。「じゃあ M ちゃん（小学校 2 年生）の宿題を見てあげてくれる？」と言

われたので，私は M ちゃんの横に座って算数の宿題を見ることになった。5 分

後，職員が談話室を出て行くと，M ちゃんが「なあお姉(原文ママ)，宿題の答え

教えて」と言い，私は戸惑いながらも「宿題やし，M ちゃんが頑張って考えなあ

かんのちゃうかな？」と返答すると，M ちゃんは「いいから答え教えろや」と応

じてきた。私は，子どもたちと 2 週間の実習期間のあいだ仲良くしたいという

思いから，しぶしぶ答えを教えてしまった。答えを教えるという方法以外 にも

っと子どもとの関係を良くしていける方法があったのではないかと，いまは少

し後悔している。 

 実 

  

 習 

 

 生 

 

 の 

 

 考 

 

 察 

 

 

答えを教える以外に，少しでも子どもと良い関係が築ける関わり方やことばが

けはなかっただろうか。私は子どもと仲良くしたいがために答えを言わざるを

得ない状況になってしまったが，子どもとの関係を取るべきか，それとも，子ど

もの勉強のためには，子どもとの関係が少し悪くなってでも答えを言わない方

法を取るべきだったのか，どうか。この M ちゃんは「試し行動」をしているの

ではないかと考えた。もし答え を言わなければ，「こいつ役に立たない」と思わ

れて，残りの実習では話してもらえなかったかもしれないと感じた。はっきりし

た口調で，それは自分のためにならないということを伝えるべきだったかもし

れない。「じゃあ，お姉(原文ママ)が 30 秒数えるあいだに答えてみて？」など

と M ちゃんにことばがけをし，意欲的に宿題に取り組めるようにするというや

り方もあったのではないか。 

出所: 堺、広川(2022:27-28)より筆者作成 

 

表 2 事例を選定した理由 

① 自分ならどうしていたかを考えさせられたから 

② アルバイトやボランティア等で同じような経験をしたから 

③ 子どもの言葉遣いに驚いたから 

④ 子どもの実習生に対する態度が印象に残ったから 

出所: 堺、広川(2022:31-32)より筆者作成 
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1) アルバイトやボランティア等で同じような経験をしたからという理由で本事例を選択

した学生の記述 

 

表 3は、本事例を選択した理由として、アルバイトやボランティア等で同じような経 

験をしたからと回答した学生の記述をまとめたものである。表 3からは、学生が学童保育や

放課後等デイサービスでのアルバイトや保育所での実習において、本事例がかつての自分

の経験と共通すると考えていることが判る。そして、本事例に登場する「実習生と同じよう

に教えてしまい、その後少し後悔」(番号 1)-④)したことや、「私自身も子どもの宿題を見

ているときにこのような場面に遭遇し、戸惑った」(1)-⑤)と述べている。学生は、本事例

のなかの実習生の経験と振る舞いを、自分自身の経験と振る舞いとに照らし合わせて考察

したのだろう。惜しむらくは、考察の過程を学生に詳しく尋ねなかったことである。もし、

尋ねていたならば、学習支援の場で実習先の子どもたちと対峙した際の様々な関わり方を、

学生と一緒に考えてみることができたかもしれない。 

 

表 3 保育園での実習やアルバイト、ボランティア等で 

同じような経験をしたという学生の記述の抜粋 

番号 学生の記述 

1)-① 学童で今バイトをしていて、宿題を教えている時に子どもに言われたことがあ

り、重なる部分があったから。 

1)-② 以前施設に行った際に同じようなことを言われたことがあったために印象が

残っています。 

1)-③ 保育実習に行った際に、折り紙の活動をする時間があり、その時に、保育者

は折り紙を自分で折るように伝えていましたが、子どもは保育者がいない隙

を見て、実習生が折るように怒りながらお願いしてきた体験が少し似ていた

から。 

1)-④ この話は、私も経験したことがあるからです。その時私も実習生と同じよう

に教えてしまい、その後少し後悔しました。 

1)-⑤ 放課後デイサービス(原文ママ)でアルバイトをしており、私自身も子どもの

宿題を見ているときにこのような場面に遭遇し、戸惑った経験があるため。 

出所:学生へのアンケートの結果をもとに堺作成 

 

2) 子どもの言葉遣いに驚いたというという学生の記述 

 

表 4は、子どもの言葉遣いに驚いたという理由で、本事例を選んだ学生の記述をまとめ 

たものである。 
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表 4 子どもの言葉遣いに驚いたというという学生の記述の抜粋 

番号 学生の記述 

2)-① 実習生に対して、そんな言葉使いをする子がいるんだという驚きがありまし

た。 

2)-② 施設実習の中で子どもたちにそんな強い言葉で言われることもあるのだと知

って驚いたから。 

2)-③ 実習先のこどもから「答え教えろや!」と強い口調で言われるということがす

ごく印象に残りました。 

2)-④ 子どもから教えろなどの言葉遣いをされている事実に驚きました。 

2)-⑤ 私の想像する小学 2年生と発言内容や口調が大きく異なっていて驚いたから 

2)-⑥ 子どもからこのような怖い言葉が飛んでくるなんて考えていなかったから。 

2)-⑦ 小学 2年生で「答え教えろや」というきつい口調を使う子がいる事にまず驚

いたから 

2)-⑧ まだ小学生の中でも低学年なのにそんな言葉遣いをしていることに衝撃を受

けたから 

2)-⑨ こんなきつい言葉をかけられることもあるんだと衝撃を受けたから 

出所:学生へのアンケートの結果をもとに堺作成 

 

 表 4からは、学生が以下の二つの理由で本事例を選んだことが判る。 

 

1. 子どもの言葉遣いとは思えなかったから 

( 表 4の 2)-⑤、(2)-⑦、2)-⑧ ) 

2. 実習で子どもに厳しい言葉をかけられる場面があることに驚いたから 

 ( 表 4の 2)-①、2)-②、2)-③、2)-④、2)-⑥、2)-⑨ ) 

 

 上記 1.2.のいずれも、学生が考える子どもや実習のイメージとかけ離れていたことから

くる感想であろう。 

 学生は、「答え教えろや!」という子どもの言葉を、「強い口調」「怖い言葉」「きつい言葉」

等と表現し、そこで考察が止まってしまっている。だが、ここで必要なのは、なぜ、「答え

教えろや!」という言葉が、自分にとって「怖い言葉」「きつい言葉」に聞こえたのかを考え、

自己覚知をすることである。さらには、答えを教えろと迫る子どもの心情やそうした行動の

理由について想像し、他者理解に努めることである。そうすることによって、本事例への理

解もさらに深まっただろう。だが、授業においては、こうした考察の必要性にまで言及する

ことができなかった。また、学生が怖い、きついと捉えた「答え教えろや!」という言葉は、

実際には恫喝するような「強い口調」ではなく、ふざけた調子で「答え教えろや!」と言っ

ただけかもしれない。この点は文章だけで事例を提示することの限界であったと思う。 
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3) 子どもの実習生に対する態度が印象に残ったというという学生の記述 

 

表 4で紹介したように、「答え教えろや!」という子どもの言葉を、学生が怖くてきついも

のと捉えたのは、職員ではなく実習生という立場にある者の経験であることが大きい。この

ことは、以下でみる表 5にまとめた学生の記述から窺える。 

 

表 5 子どもの実習生に対する態度が印象に残ったというという学生の記述の抜粋 

番号 学生の記述 

3)-① (職員が)いなくなった時に聞いてくるという実習生やから教えてくれるやろ

といった子どもたちの気持ちが見られたため。 

3)-② 信頼関係もないのに、実習生の話を聞いてくれると思えないし、ましてや舐

められているのかなと感じた。 

3)-③ 実習生が学びに来ている立場で職員さんよりも弱いと理解していてそれなら

いけるかな、教えてもらえそうと考えていると思いました。 

3)-④ (その場に) 施設の人がいなくなった途端そんなにも態度が変わるんだという

衝撃から、この話が 1 番印象に残りました。 

出所:学生へのアンケートの結果をもとに堺作成 

 

表 5をみると、学生が実習生を職員より弱い立場である(表 5の 3)-③)と考えており、子

どもから舐められているのではないか(表 5の 3)-②)と感じていることが判る。学生のこれ

らの記述を読んだとき、筆者は子どもから舐められることを恐れつつも実習に挑む学生の

健気な様子を想像して、心が痛んだ。その一方で、舐められることを恐れるということは、

実習生である自分を子どもより高い位置におきたいという気持ちの表れではないかと思い、

(それは違うよ)と学生たちに言いたくもなった。職員であろうと、実習生であろうと、子ど

もより高い位置にいる必要はない。大切なのは、先にも述べたように、子どもの心情やそう

した行動の理由について想像し、他者理解に努めることに尽きる。そして言葉をかけ、関わ

り、失敗してはまた他者理解に努める。この繰り返しを飽くことなく継続する。こうした営

みを通して、児童養護施設等の社会的養護の施設で働く職員の専門性が確立される。 

だが、こうしたことを実習前後の教育や 10日間あまりの実習期間で学生に伝え、理解を

促すことは至難の業である。施設実習に関する教育は難しい。身も蓋もない表現であるが、

この一言に尽きる。 

 

3.実習に臨む学生に伝えたいこと－他者の合理性に迫ることへのチャレンジ－ 

 

 ここまで、施設実習に向けた教育におけるささやかな試みとそれに対する学生の記述を

紹介し、若干の考察を行ってきた。この過程のなかで、幾度となく筆者の頭に浮かんだのは、
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「他者の合理性」という言葉だった。 

 「他者の合理性」とは、岸、石岡、丸山によってまとめられた『質的社会調査の方法－他

者の合理性の理解社会学－』という書籍のテーマとなる言葉である。質的調査の優れたテキ

ストであるこの本では、質的調査の代表的なものとして、イギリスの工場街で参与観察を行

った P.ウィルスの『ハマータウンの野郎ども』を挙げ、「ラッズ」(「野郎ども」)と呼ばれ

る不良少年たちが、学校からドロップアウトし、社会のなかで不利な立場を「『自ら進んで』

選んでしまう」のは、「かれら自身にとっての計算や合理性があることを見抜き」、「その合

理性を、私たちにもよくわかる形で提示し」たと述べている(岸、石岡、丸山 2016:28-29)。

また、「社会学の参与観察の醍醐味は、私たちにとっての『他者』がどのように合理的な日々

を送っているのかを知ること」であり、「『他者』の合理性に迫るため」には、「自分の常識

を根拠にするのではなく」、「相手の常識に拠って立つ姿勢が必要」であるとしている(岸、

石岡、丸山 2016:118-119)。 

岸らのこうした指摘は、施設実習においても必要な姿勢ではないだろうか。自分の常識で

はなく、相手の常識に立脚することで、「他者の合理性」を理解する。このことに努めつづ

ければ、「答え教えろや!」という子どもの言葉も、怖い、きついという学生の主観から離れ、

子どもの主観へと視点を移すことができるはずである。「答え教えろや!」と実習生に迫った

子どもは、そう言うことが自分にとって合理的であるのかもしれない。また、その合理性は

これまでその子どもが置かれてきた環境によってもたらされたものかもしれない。この「～

かもしれない」という視点で子どもの言動を観察してみると、「答え教えろや!」という子ど

もの言葉を、実習生の常識を根拠とした怖くてきついものという理解から離れ、別の側面、

すなわち、子どもの常識に立つ姿勢へと転換できるはずである。この視点を持って実習に臨

むことであれば、学生もチャレンジできるのではないだろうか。 

 では、子どもの言動を自分の常識で判断して、理解できないものとする前に、子どもの常

識に拠って立つ姿勢を持つよう学生に伝えるには、どうすればいいのだろうか。このことを

考えている最中に、Twitter で社会的養護に携わる人のつぶやきに出会った。それは次のよ

うな内容であった。 

 

   人をお前、と呼ぶ子がいます。 

 お家でそう呼ばれていたそうです。 

  人をお前、と呼ぶことで 

  周りからは嫌がられ避けられています。 

 

  子どもは聞いたことのある言葉しか使いません。 

  言われた言葉しか使えません。 

 

  おとなの皆様。子に注ぐ言葉は、 
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その子を守るものであります様、 

今一度お願いします。 

 

子どもの物語(児童養護施設職員)@the-story-for  

2023年 4月 13日のツイートより引用 

 

 他者のことを「お前」と呼ぶことは、常識的なふるまいであるとは言えない。だから、「お

前」と他者に呼びかけるこの子は嫌われている。自分の、そして社会の常識から判断すれば、

この子が嫌われるのは当然のことである。だが、この子にとって他者を「お前」と呼ぶこと

は、きわめて合理的なことである。なぜなら、自分自身が「お前」と呼ばれており、他者に

呼びかける時は「お前」と言うことがこの子にとっては常識なのである。このような理解を

すると、「お前」という言葉が、適切な環境で養育されることのなかったこの子の悲痛な心

の叫びのように聞こえてくる。 

 このツイートのような事例を、施設実習前に学生にいくつか紹介することならできる。そ

して、共に考えることもできる。実習に臨む学生に、他者の合理性に迫るよう促すには、こ

うした事例の紹介が教育的な効果をもたらすのではないだろうか。やってみる価値はある

と考えている。 

 

 

(注) 

 

1) 詳しくは堺、広川(2022)を参照のこと。 

 

参考文献 

岩本健一、高岡昌子、高橋千香子、林悠子(2017)「施設実習における学生の不安を軽減する

事前学習についての研究」『紀要(奈良学園大学奈良文化女子短期大学部)』48 号、31-

40。 

岸政彦、石岡丈昇、丸山里美(2016) 『質的社会調査の方法－他者の合理性の理解社会学－』、

有斐閣。 

貴田美鈴(2012)「保育実習(施設)の事前指導と実習後の学生の意識:実習の期待感と不安感、

及び実習成果の自己評価」『岡崎女子短期大学研究紀要』45 号、21-28。 

堺恵、広川義哲(2022)「施設実習前に学生か育むべき能力の探究－仮定法的内省を促し得る

事例の提示を通して－」『龍谷教職ジャーナル』、第 10 号、23-37。 

友川礼(2019)「保育実習の事前指導におけるメンターを活用した教授法の有用性に関する

研究－施設実習への不安低減及び実習中に有益な事前指導の内容に着目して－」『松山

東雲短期大学研究論集』50 号、47-59。 
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(引用したツイート) 

子どもの物語(児童養護施設職員)@the-story-for 

(https://twitter.com/the_story_for/status/1646469809310400512?cxt=HHwWgIDQ1a7k 

t9ktAAAA 2023年 4月 14日閲覧) 

  

https://twitter.com/the_story_for/status/1646469809310400512?cxt=HHwWgIDQ1a7kt9ktAAAA
https://twitter.com/the_story_for/status/1646469809310400512?cxt=HHwWgIDQ1a7kt9ktAAAA
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不二製油株式会社との「プラントベース素材の魅力開発プロジェクト」 

に参加して 

野口 聡子 

 

はじめに 

農学部では 2016年度から、企業と連携した製品開発プロジェクトを始め、今年で 6回目

となる。過年度のプロジェクトでは、特許や実用新案を申請したものや、商品化に向けて進

んでいるアイデアもあり、社会実装教育として成果を出している。 

 2016年度：ハウス食品、2017～2018年度：(株)ローソン、2019年度：伊那食品工業(株) 

 2020年度：(株)すき家（(株)ゼンショーホールディングス）、2021年度：（株）マルコメ 

 

 プロジェクトを通して、学生にものづくりの楽しさや試行錯誤してわくわくする気持ち

等を感じてもらい、今後のキャリアや興味の幅を広げることを目的として実施している。ま

た、学生のアイデアが多様な課題を解決に導き、社会に貢献できることを期待し、企画した。 

2022年度からは、不二製油株式会社の製品開発プロジェクトに短期大学部も参加した。 

 

１． 実施日程 

2022年 5月 19日(木) キックオフミーティング 

2022年 9月 30日(金) 中間発表会 

2022年 12月 14日(水) 最終報告会 

 

２．実施内容 

2022年 12月 14日（水）、農学部×不二製油株式会社「プラントベース素材の魅力開発プ

ロジェクト」最終報告会を開催した。 

 本プロジェクトは、農学部・農学研究科の有志に加え、今年度から新たに短期大学部の学

生が参画し、約 70名（15チーム）がプラントベース素材の魅力を引き出すアイデアを出し、

製品開発に取り組む活動です。2022 年 5 月から約半年間かけて準備し、今回、環境に配慮

した食事やプラントベースの機能性に着目した日用品など、学生ならではの自由なアイデ

アをポスターセッション形式で発表しました。 

 審査は、不二製油株式会社から、事業部門管掌（開発）開発企画推進室 室長 長谷川 芳

則氏、植月 拓真氏、開発統括部門市場ソリューション第一開発部 外尾 竜太氏、開発統括

部門市場ソリューション第二開発部 田附 裕子氏の 3 名と、龍谷大学からは入澤崇学長を

はじめとした 5名が、独創性や表現力、実用性、問題発見などの観点で行い、表彰されまし

た 1)。 

1) 龍谷大学短期大学部 HP https:// www.ryukoku.ac.jp/nc/news/entry-11958.html  

2023 年 5 月 2 日アクセス)より引用 

https://www.ryukoku.ac.jp/nc/news/entry-640.html
https://www.ryukoku.ac.jp/nc/news/entry-2923.html
https://www.ryukoku.ac.jp/nc/news/entry-4710.html
https://www.ryukoku.ac.jp/nc/news/entry-6908.html
https://www.ryukoku.ac.jp/nc/news/entry-8382.html
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３．短期大学部の取り組み 

チーム名：こどもだいすきふりかけ、メンバー：石川美咲、上野優花、大又優奈、辻真由子 

テーマ：子どもと楽しくクッキング 

＜こどもだいすきふりかけチーム＞ポスター１ 
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＜こどもだいすきふりかけチーム＞ポスター2 
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＜最終報告会での使用したポスター＞ 
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チーム名：案山子(かかし)、メンバー：内本義宜、大西麻里奈、玉井颯 

テーマ：大豆づくりをアートに 

＜案山子(かかし)チーム＞ポスター1 
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＜案山子(かかし)チーム＞ポスター2 

 

 



103 

 

＜手作りみそのリーフレット＞ 

手作りみそ【米こうじ(生こうじ)で作る場合】 
（https://daidokolog.pal-system.co.jp/recipe/2403 10 月 31 日参照） 

  

「わが家のみそ」を手作りしよう！ その作り方はとってもシンプル。大

豆を「ゆでる」「つぶす」「丸めて詰める」の 3ステップで仕込んだ

ら、あとは熟成を待つだけ。世界でひとつだけのオリジナルみそを作

ってみませんか？ 

 

◆材料【でき上がり約 4kg分／塩分約 10％】 

大豆 1㎏・米こうじ 1㎏・塩 400ｇ・種みそ（昨年度作ったもの）250ｇ・除菌用の 

アルコール適量（アルコール量３５％以上のもの） 

◆用意するもの：・保存用のみそかめまたはホーローポット（6L前後のもの）・こうじと塩を混

ぜる 

ための鍋（またはボウル、30L前後の大きめのポリ袋）・大豆を煮るための大きめの鍋、 

ざる（ともに直径 30cm前後）・大豆をつぶすためのボウル、マッシャーやハンディミキサー、 

フードプロセッサー、またはポリ袋とめん棒など・サランラップ・重石用の塩（1.2kg・でき上

がりの 30％。ポリ袋に入れて使用）・保存容器を覆うための新聞紙とひも 

◆作り方 

1.【下準備】 

みそを仕込む前の晩に大豆を洗い、大豆の 3～4

倍以上の水に 

ひと晩（約 12時間）ひたす。 

アルコールをふきんなどに含ませ、保存容器（みそ

かめまたは 

ホーローポット）の内側をふいて除菌する（その前

に熱湯消毒をしておく                          

とさらによい）。 

Point: 大豆は吸水すると、約 2倍の大きさになる。 

 

2.【STEP1：大豆をゆでる】 

鍋に水けをきった大豆と新しい水（大豆の 2倍の量）を入れ、火にかける。途中アクをとり、

湯を足しながら、 

https://daidokolog.pal-system.co.jp/recipe/2403%E3%80%8010%E6%9C%8831
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親指と小指でつぶせるくらいのやわらかさになるまで 3～5時間、弱火で煮る。大豆の皮

が入っていても OK。 

※圧力鍋で煮る場合は、圧を抜くところに大豆の皮などが詰まると危険なので、要注意。 

 

3.大豆を煮ている間に、除菌した鍋（またはボウルや大きめのポリ袋）に  

米こうじと塩を入れ、両手をすり合わせるようにしてよく混ぜる。こうじを

つぶさないように注意。 

Point:作業に入る前に手を洗いましょう。指輪をしていたら 

        外しておこう。 

4.（2）を熱いうちにざるにあげ、煮汁をきる。このとき、煮汁を 

全部捨てずに種水用として 500～600ml取りおき、人肌にさます。 

5.【STEP2：大豆をつぶす】 

チャック付き袋などに（4）の大豆を入れ、さめないうち

に手の平やめん棒で 

ペースト状につぶす。熱い場合は布巾などをのせて作

業しても OK。 

熱いのでやけどをしないように注意。 

Point:マッシャーなどでつぶすのも OK。フードプロセ

ッサーを使う場合は  

      大豆を数回に分ける。回転しにくいようなら（4）の種水を大さじ 1 

      ずつ入れよう。 

 

6.（5）の大豆が人肌くらいにさめたら、（3）に入れ、種みそ

を加えてよく混ぜ 

合わせる。こうじをつぶさないように注意。 

Point: 粘土くらいのかたさに。もし、かたい場合は、（4）で

取りおいた 

        種水を大さじ 1ずつ入れる。 

7.【STEP3：丸めて詰める】 

（6）をだんご状に丸めてみそ玉を作り、清潔な容器に 3～4

個ずつ詰める。上から  

 手のひらや甲で押してしっかりと空気を抜く。これを繰り返

し、最後は表面を 

 平らにする。 

Point:みそ玉にして容器に詰めると空気が抜けるので、雑菌

の繁殖防止になり、 
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      発酵もうまく進む。みそ玉は、少しやわらかめに握ったほうが、 

       容器に詰めるとき、空気が抜けやすくなる。 

8.表面にふり塩（小さじ 1程度・分量外）をする。容器の内側と縁を

アルコールでふき、 

みその表面が空気にふれないようにラップをはりつけ、重さが均一

にかかるよう 

重石をする。 

重石には大きめのポリ袋に塩を入れた塩袋を使うのがおすすめ。 

   重さが均等にかけられるうえ、塩は腐敗しないので、破れてこぼれ

たりしても大丈夫。 

 

 

 

 

9.容器を紙で覆って、ひもでしばる。直射日光の当たらな

い、 

冷蔵室以外の涼しい場所におく。湿度や温度の高い場所

は避ける。 

Point:ラベルに仕込んだ年月日、使用原料の量目を記入

しておくとよい。 

 

 

 

 

 10.約 6カ月熟成させる。少し食べてみて、甘みやうまみが

感じられたら 

    みその完成です。 

    ※でき上がりのみその色みは、各家庭で異なります。 
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12月 14日(水)最終報告会の様子 

案山子(かかし)チーム            こどもふりかけチーム 

・案山子チームは、手作りみそのリーフレットと深草キャンパスで育てた大豆を乾燥した 

ものを小袋に入れてプレゼントとして渡しました。 

・こどもふりかけチームは、作製した「ふりかけ」4種類を 1つ選んでいただき、ご飯に 

添えて試食していただきました。また、「ふりかけ」を 1種類小袋に入れてプレゼント

として渡しました。 



107 

 

４．メンバーの感想 

 ・元々私自身、日頃から大豆ミートを食べて、豆乳や納豆などの大豆製品をよく好んで食

べていることから友人に誘われて参加しました。実習や試験、課題などに追われ、多忙

な 12月となりました。しかし、プレゼン当日にはとてもやりがいを感じることができ

ました。拙い言葉ではありましたが、精一杯自分たちのアイデアを伝えることができま

した。今までにない経験ができ、参加して良かったなと感じています。 

私たちにはできなかったので、是非参加する後輩の方々には賞を取ってこども教育学

科に持ち帰って欲しいです。 

 ・3ヶ月ほどの間に逞しく生長する大豆を日々観察するのが楽しみでした。また、このプ

ロジェクトに参加したおかげで友達の和が広がりました。先生からも丁寧に指導いた

だき、心強かったです。9月の中間報告は緊張しました。最終報告会は高校時代の文化

祭のようで楽しかったです。クラスメートと何かやってみようと思う人には、ちょうど

よい企画だと思います。是非、参加してみてください。  

 ・言葉足らずではありましたが、たくさんの方に想いをつたえられてよかったと思います。 

  

5．まとめ 

学生たちは、学外実習(保育実習Ⅰ(施設)、保育実習Ⅱ or 保育実習Ⅲ、教育実習(秋期))

の合間を縫って、9月の中間発表後、プラントベース素材を活用したアイデアを形にし、朝

食をしっかり摂るために活用しやすい「ふりかけ」を 4種類調製しました。審査員と来場者

が好みのものを選び、ご飯にふりかけて試食として提供した。また、大豆を深草キャンパス

内で栽培し、素材の魅力を園児にどのように伝えるか、生育の様子を絵画に描き、生育過程

を学ぶ魅力を発表した。さらに、みその作り方を紹介したリーフレットを作成し、乾燥大豆

とともに配布した。また育てた大豆を乾燥させ、発表前日に大豆の煮物にして、審査員と来

場者に試食として提供した。 

不二製油株式会社のみなさま、学長、他学部の教員から、短期大学部学生のアイデア、学

外実習の合間を縫って時間を作り、活動したことに対するお褒めの言葉をいただいた。 

プラスチックゴミ削減を目指した食べられる器の開発などのアイデアも印象的であった。

学生たちの熱のこもったプレゼンテーションに、審査員と来場者も興味津々であった。 

表彰の後は、本プロジェクトにご尽力いただいた、不二製油株式会社 植月氏、外尾氏、

田附氏と、本学学長に講評をいただいた。 

不二製油の方からは「課題の設定や、それを解決するためのプロセスが素晴らしい。日々

の業務のヒントをたくさんいただいた。いただいたアイデアは持ち帰って実現させたい。」

とのコメントを、入澤学長からは、「素晴らしい。仲間と試行錯誤しながらやってきた達成

感が輝きとなって目に表れている。本学が推し進めている学生主体の学びを実現している。」

と、取り組んだ学生をたたえるコメントをもらい学生たちも喜び合っていた。学生たちのア

イデアが新しい商品につながるかもしれません。 
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本プロジェクトに参加した学生たちは、頭の中で巡っていたアイデアを「かたち」にする

難しさ、それを自分たちの言葉で提案するわくわく感や楽しさを感じていた。アイデアに対

し、時には厳しいコメントがあったかもしれないが、商品開発の現場の声を聞かせていただ

くことで、自身の学びがどのように社会とつながっていくか、自身の将来を考えるきっかけ

になる企画に取り組んだ。 

 

6.おわりに 

「なにかに挑戦したい！」、「新しいことに取り組んでみたい！」という思いを持っている

学生の芽を育てていく農学部の取り組みに参加した企画であった。学生にとっては、参加す

るにあたり、思っていた以上に大変だったことも多くあった。しかし、少しでも学生たちの

学びが、来年度以降の就職園での取り組み、3年次編入後の学びに繋がればと思う企画であ

った。 
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編集後記  

 2022 年度もコロナ禍ではありましたが、感染予防対策を万全に実施し、対面で学外実習

へ向かうことができました。そのため 2022年度の教育年報は、実習、授業に対する教員の

取り組みをまとめた報告となりました。 

とはいえ、2022年度も withコロナであることに変わりなく、引き続き教職員、学生とも

に従来とは異なることに時間も労力も割かれた 1年でした。そのため、学外実習、その実習

に向けた事前事後指導に対応することが望まれ、教員間の情報共有など、別の視点からの取

り組みも必要となり、日々の業務は増える一方でした。しかし、そのなかでも最善を尽くし、

教員がそれぞれの専門分野にとどまることなく切磋琢磨してきました。 

 2022 年度の教育年報は、教員が学生とともに歩み続けた「こども教育学科の取り組み」

の一端がまとめられたのではないかと考えています。 

2022 年度の教育年報の編集は、卒業生をそれぞれの希望した道に無事に送り出せたこと

を振り返る作業ともなりました。このことに安堵するとともに、さらなる教育の充実へと繋

げていかなければならないと決意を新たにしました。 

こども教育学科の先生方には、年度末の忙しい中、期日を守って原稿を提出していただき、

感謝いたします。また、編集にあたり、お手伝いいただいた堺先生、田岡先生、田中先生、

野澤先生、福田先生に感謝の気持ちを記したいと存じます。 

教育年報をまとめることで、各教員の取り組みが集約でき、次へと繋ぐ一助になることを

願いながら、編集後記といたします。 

                                  

野口 聡子 

 

 

 


